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まえがき

まえがき

統計数理研究所が大学共同利用機関法人情報・システム研究機構の第２期中期目標・中期計

画として「統計数理 NOE の形成」を掲げ、 NOE（Network Of Excellence）形成事業を始動した

のは、 2010（平成 22）年４月でした。ちょうど本年度は事業始動から10 年目という節目となりました。

現代社会の複雑な問題の解決には、大規模データの活用と融合研究の実現が不可欠であり、大規

模データの活用技術を確立しつつある統計数理がハブとなる分野横断型の NOE 構築が必要であ

るという理念のもと、事業始動当初は、リスク科学、次世代シミュレーション、調査科学、統計的機

械学習およびサービス科学の５分野においてNOEを形成していました。その後、時代やコミュニティ

のニーズを鑑みつつ体制を見直しながら、形成していくNOEおよびNOE型研究センターの改組を

併せて行いました。

NOE形成事業は、本研究所が学術や社会とインタフェースを形成するための中核事業です。個

別の問題解決に止まらず社会が必要とするデータサイエンスの確立という目的の実現のため、産官

学の有識者に顧問を委嘱して助言をいただきながら、NOE形成事業運営委員会で策定する統一

的な事業運営方針のもとで推進されています。このたび 2015年６月以来、４年ぶりに３回目の

NOE形成事業顧問会議を開催いたしました。この４年間の様 な々改革を経て、現在のリスク科学

NOE、次世代シミュレーション NOE、調査科学NOE、統計的機械学習NOE、ものづくりデータ

科学NOE そして医療健康データ科学NOEの６つの NOE を形成する体制に変化してから初めて

の開催であり、幸運にも各NOEから推薦された６人の顧問の先生方全員にお集まりいただくことが

叶いました。当日は、予定時間を大幅に超過する会議となりましたが、顧問の先生方には、それぞれ

の御専門のお立場、豊富な御経験を通じたコメントから、叱咤激励を含めた大変貴重な御意見、

御助言をいただく機会となりました。本事業についてはもちろん、次期第４期中期目標・中期計画

期間開始に向けて、今後、本研究所が取り組んでいくべき方向性や可能性をも、多数承りました。その

記録として、今後の私どもの指針として、過去の顧問会議開催時同様、今回も各 NOEの活動紹介、

それに対する顧問の先生方のコメント、顧問会議全般の総括等をまとめ、『第３回統計数理研究

所NOE（Network Of Excellence）形成事業顧問会議報告集』を作成いたしました。

事業始動から10年目、また第３期中期目標・中期計画期間の前半を終え次期の策定に取り掛

かる時分にこの顧問会議の機会を得られましたことはこの上なくありがたいことでした。御多用中

会議に御出席いただき諸々の御意見をお寄せくださった顧問の先生方に、改めてここに深甚の謝

意を表します。今後も、本研究所は、大学共同利用機関として、コミュニティが求める要望に基づい

て、分野や人をつなぐネットワークの拠点・ハブの役割を担い、研究教育活動を推進してまいります。

引き続き、本研究所に対する御理解と御支援のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

2020 年３月

統計数理研究所長

椿   広計
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プログラム

第３回 統計数理研究所NOE形成事業 顧問会議 プログラム
日 時：令和元（2019）年 12 月 17 日（火）
場 所：13時 30 分〜　NOE 形成事業顧問会議 於 統計数理研究所２階 会議室２

18 時 00 分〜　意見交換会 於 同 会議室３

13：30 顧問会議開会 司会： 山下　智志
（副所長 /NOE 推進室長）

13：33 ～13：40 所長挨拶 所長　椿　広計

13：40 ～13：50 出席者紹介 司会： 山下　智志
（副所長 /NOE 推進室長）

13：50 ～14：05 統計数理研究所と
NOE形成事業の概要 所長　椿　広計

14：05 ～14：15 国際外部評価に係る対応について 副所長　伊藤　聡

14：15 ～14：40 リスク科学NOE
活動紹介および討論

リスク解析戦略研究センター長
教授　山下　智志

14：40 ～15：00 次世代シミュレーションNOE
活動紹介および討論

モデリング研究系データ同化グループ
教授　上野　玄太

15：00 ～15：20 調査科学NOE
活動紹介および討論

データ科学研究系調査科学グループ
准教授　前田　忠彦

15：20 ～15：40 休　憩

15：40 ～16：20 施設見学

16：20 ～16：30 休　憩

16：30 ～16：50 統計的機械学習NOE
活動紹介および討論

統計的機械学習研究センター長
教授　福水　健次

16：50 ～17：10 ものづくりデータ科学NOE
活動紹介および討論

ものづくりデータ科学研究センター長
教授　吉田　亮

17：10 ～17：30 医療健康データ科学NOE
活動紹介および討論

医療健康データ科学研究センター長
教授　伊藤　陽一

17：30 ～17：45 自由討論・総括意見収集

17：45 ～17：50 所長御礼挨拶／顧問会議閉会 所長　椿　広計

17：50 ～18：00 休憩・移動

18：00 ～ 意見交換会
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出席者名簿

出席者名簿

NOE 形成事業 顧問

伊藤　　聡 物質・材料研究機構 情報統合型物質・材料研究拠点 拠点長

今田　高俊 東京工業大学 名誉教授

蒲地　政文 海洋開発研究機構 
付加価値情報創生部門 情報エンジニアリングプログラム 特任技術統括

小宮山　靖 ファイザー株式会社　
統計リサーチ・データサイエンスグループ担当部長  ※日本製薬工業協会会長代理

関根　敏隆 日本銀行金融研究所 所長

古井　貞熙 トヨタ工業大学シカゴ校 理事長

NOE 形成事業 運営委員会委員

椿　　広計 所長

伊藤　　聡 副所長（研究企画・人事・広報）/ 教授

山下　智志 副所長（財務・知的財産）/NOE推進室長 /リスク解析戦略研究センター長/教授

加藤　昇吾 リスク解析戦略研究センター 副センター長 / 准教授

上野　玄太 統計科学技術センター長 / モデリング研究系 データ同化グループ 教授

中野　慎也 モデリング研究系 データ同化グループ 准教授

前田　忠彦 データ科学研究系 調査科学グループ 准教授

福水　健次 統計的機械学習研究センター長 / 教授

松井　知子 統計的機械学習研究センター 副センター長 /モデリング研究系 研究主幹/ 教授

吉田　　亮 ものづくりデータ科学研究センター長 / 教授

藤澤　洋徳 ものづくりデータ科学研究センター 副センター長 / 教授

伊藤　陽一 医療健康データ科学研究センター長 / 教授

船渡川 伊久子 医療健康データ科学研究センター 副センター長 / 准教授

陪 席 

宮里　義彦 副所長（評価）/ 教授

栗木　　哲 数理・推論研究系 研究主幹 / 教授

大城　　功 立川共通事務部長
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会議風景・統計数理研究所内施設見学風景

会議風景

蒲地  政文  顧問 小宮山  靖  顧問

椿  広計  統計数理研究所長

会議での顧問の様子



5第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

会議風景・統計数理研究所内施設見学風景

関根  敏隆  顧問 古井  貞熙  顧問

今田  高俊  顧問伊藤  聡  顧問

椿所長ほか所内出席者
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会議風景・統計数理研究所内施設見学風景

福水  健次  統計的機械学習研究センター長・教授椿  広計  統計数理研究所長

伊藤  聡  副所長 山下  智志  リスク解析戦略研究センター長・教授

山下 NOE推進室長ほか所内出席者・陪席者
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吉田  亮  ものづくりデータ科学研究センター長・教授 伊藤  陽一  医療健康データ科学研究センター長・教授

前田  忠彦  データ科学研究系 調査科学グループ 准教授上野  玄太  モデリング研究系 データ同化グループ 教授

統計数理研究所内施設見学風景

計算機室スーパーコンピュータ室

会議風景・統計数理研究所内施設見学風景
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計算機展示コーナー

統計思考院

分散コンピュータ博物館コーナー

１階アトリウムの創立75周年記念表示前で

会議風景・統計数理研究所内施設見学風景
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開会・所長挨拶・出席者紹介

● 開会・所長挨拶・出席者紹介 

【司会：山下 NOE 推進室長】それでは定刻になりましたので、これより統計数理研究所 NOE
（Network Of Excellence）形成事業顧問会議を開催させていただきます。本日はご多用の

ところ、また遠くから、そして天候の優れない中、本会議にご出席いただきましてどうも

ありがとうございます。私、進行を務めさせていただきます、統計数理研究所の副所長、

NOE 推進室長の山下智志です。どうぞよろしくお願いいたします。 
 まず、本日の顧問会議には、各専門分野の、日本を代表する先生がたにお集まりいただ

くことがかないました。大変うれしく思っております。この会議では、先生がたからのご

意見を、今後の本事業の運営の参考とさせていただきます。そのために、議事録報告書を

作らせていただきます。その報告書作成のために、会議の内容を録音させていただいたり、

また写真等を頻繁に撮らせていただきますので、その点ご容赦いただくようお願いいたし

ます。 
 開会に先立ちまして、統計数理研究所所長、椿広計よりご挨拶を申し上げます。よろし

くお願いします。 
 
【椿所長】統計数理研究所に、4 月 1 日に新たに、樋口前所長の後任で所長になりました椿

と申します。本日はなにとぞよろしくお願いいたします。まず、統計数理研究所は、わが

国のある意味で唯一無二の統計数理に関する基幹的な研究を行っている研究所でございま

す。所員で、いわゆる承継職員 44 名という体制で基幹的な研究を行っておるところです。

ただ、一方で統計数理に関わる活用の領域というのは極めて広大なものになっています。

統計数理研究所ではもちろん共同研究というものを重点化している、大学共同利用機関と

してそういうものをやっているということはそのとおりでございますけれども、2004 年か

ら NOE 活用、われわれがむしろ全ての領域に対して等しくいろいろなことができるという

よりも、周りの皆さまがたと共にネットワークを形成して、その中で研究を推進していく、

特に統計の利活用、あるいは先端的な領域に関する研究を推進していくという活動を起こ

したわけです。 
この Network Of Excellence という概念は、われわれのような小規模の研究所にとって

は非常に重要な活動であることは言うまでもないことです。一方で、私ども各センター長、

各 NOE のネットワークの推進者一同は、それなりに日々努力をして、統計数理のいろいろ

な領域を拡大して、日本ないしは世界のために貢献するということを図っているところで

ございます。しかし、やはりこの種のアドバイザリーボードといいますか顧問会議の皆さ

まがたに、忌憚なくわれわれの活動の問題点等を指摘していただくということが今後、特

に、次の中期計画などの策定にとっても非常に重要なことと考えております。 
この顧問会議は第 3 回ということで、前回は 2015 年に行われ、それからかなりの時期が

たってしまいましたけれども、本日は私ども NOE の、こういう活動をやっているというこ

とを報告いたしますので、ぜひそれに対してさまざまなコメントを頂戴できればと思いま

す。それをわれわれは活かしていきたいと思います。本日は暮れのお忙しい中ご参集いた

だいたことを、所員を代表してあらためて感謝申し上げるとともに、ぜひ半日近い時間に

なりますけれども、いろいろな意見を頂戴できればと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 
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開会・所長挨拶・出席者紹介

 
【司会】それではここで、本日ご出席の顧問の先生がたを五十音順に紹介させていただき

たいと思います。物質・材料研究機構情報統合型物質・材料研究拠点の拠点長、伊藤聡先

生、よろしくお願いいたします。 
【伊藤顧問】伊藤でございます。よろしくお願いします。 
【司会】東京工業大学名誉教授、今田高俊先生、よろしくお願いいたします。 
【今田顧問】今田です。よろしくお願いいたします。 
【司会】海洋研究開発機構付加価値情報創生部門情報エンジニアリングプログラム特任技

術統括、蒲地政文先生、よろしくお願いします。 
【蒲地顧問】蒲地でございます。よろしくお願いいたします。 
【司会】ファイザーRD 合同会社、バイオメトリクス・データマネジメント統括部担当部長、

小宮山靖先生です。よろしくお願いいたします。 
【小宮山顧問】よろしくお願いします。小宮山でございます。 
【司会】小宮山先生は、日本製薬工業協会、中山譲治会長の代理としてご出席いただいて

おります。よろしくお願いいたします。日本銀行金融研究所所長、関根敏隆先生、よろし

くお願いいたします。 
【関根顧問】関根でございます。よろしくお願いいたします。 
【司会】トヨタ工業大学シカゴ校理事長、古井貞熙先生、よろしくお願いします。 
【古井顧問】古井でございます。よろしくお願いいたします。 
【司会】続きまして、統計数理研究所の出席、陪席者から自己紹介をさせていただきます。 
 
（伊藤副所長以下、大城立川共通事務部長まで、出席者、陪席者が自己紹介。） 
 
【司会】それでは、本日の議事につきまして、お手元の議事次第をご参照ください。お配

りした資料の 3 枚目に議事次第のスケジュールが記されております。まず、所長の椿から

統数研と NOE 事業全体のご紹介をさせていただきます。次に、副所長の伊藤から、昨年度、

本研究所で開催いたしました国際外部評価、そのときは古井先生はじめ大変ご尽力いただ

きましてどうもありがとうございました。その外部評価に対して、どういう意見が出たか、

またそれに対してどういう対応をしているかを、副所長の伊藤からご紹介させていただき

たいと思います。 
 その後、各 NOE の説明討論という形で進めさせていただきますが、お配りした資料 1 枚

目に、各顧問の先生がたの推薦元の NOE を記載しております。ただ、これにこだわらず、

NOE 全般にご意見を頂ければ大変ありがたく存じております。全部で 6分野にわたります。

大変長時間の会議となりますが、よろしくお願いいたします。資料の確認ですけれども、

資料 1 から 8 まで用意しております。もし手元にないというものありましたら、ご指摘い

ただければありがたいと思います。お気付きになった時点でお声掛けいただければ結構で

すので、よろしくお願いいたします。不備等は大丈夫でしょうか。 
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ISM and Network Of Excellence

統計数理研究所と
NOE形成事業の紹介

統計数理研究所

所長　椿  広計

第３回 統計数理研究所  NOE形成事業 顧問会議



12 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

資料１

● スライド

● スライド 2

1



13第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 4

3



14 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 6

5



15第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 8

7



16 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 10

9



17第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 12

11



18 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 14

13



19第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 16

15



20 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 18

17



21第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 20

19



22 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 22

21



23第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 24

23



24 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 26

25



25第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 28

27



26 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 30

29



27第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 32

31



28 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 34

33



29第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 36

35



30 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 38

37



31第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 40

39



32 第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：資料

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● スライド

● スライド 42

41



33第３回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計数理研究所とNOE形成事業の概要：議事録

IS
M

 &
 N

etw
o

rk O
f E

xcellence

● 統数研と NOE 形成事業の概要 

【司会】それでは、これより NOE 形成事業および各 NOE の概要説明に入らせていただき

ます。まず、所長の椿より、統計数理研究所と NOE 形成事業についての概要を説明いたし

ます。お手元の資料 1 とスライドを見ていただきたいと思います。それではよろしくお願

いいたします。 
 
【椿所長】あらためまして統計数理研究所の概要を紹介させていただきます椿でございま

す。非常に駆け足になってしまいます。NOE 自体の活動については後ほど各 NOE センタ

ー長が説明いたしますので、そちらのほうでご覧いただきたいと思います。先ほど申し上

げましたとおり、私は今年の 4 月 1 日に着任して、4 年ぶりに統数研に戻ってきた形になる

のです。しかし、現在の執行体制は、樋口前所長の体制から踏襲していただいて、ベテラ

ンのかたがたにきちんとした運営をやっていただいているということです。先ほど自己紹

介にありましたメンバーはここに顔が揃っているということであります。統数研は、1944
年 6 月 5 日、昭和 19 年 6 月 5 日に開設されたわけです。その後、大学共同利用機関という

形で改組が行われたということです。先ほどありましたように、立川に移って今年は 10 年

目という節目の年でもございます。主な研究活動は統計推理の中核拠点ということですが、

それ以外に本日の NOE 形成事業というものを非常に大きなポイントとしているところで

す。この共同研究を支えるために、いわゆるスーパーコンピュータの運営、それから統計

思考力という形の人材育成事業などもやっているところということになります。第 3 期中

期目標中期計画ということはここにあるとおりなのですけれども、この中にある共同利用、

共同研究というのがわれわれのもともとのミッションなのですが、その他、異分野の交流

とか新分野創成、こういう部分にできるだけ NOE の力が発揮できればというふうに考えて

いるところでございます。 
 研究組織は次に申し上げるとおりです。先ほどから主幹のかたがたの自己紹介もありま

したが、ここがいわゆる基幹的な数理を研究する研究系。それ以外に NOE 型の研究組織、

それから人材育成の組織、それからスーパーコンピュータなどを運用する組織というもの

があって、NOE と基幹研究系というのは、ある意味でマトリックスの組織になっており、

統計に関わる数理的研究所員は全員こちら側に属している形になるのです。NOE 型の研究

組織は、統計数理と適用に関わる重点分野を定めた共同研究を推進するという分野に関し

ても、かなりの所員が兼務するということです。それ以外に、先ほどの高度人材育成と、

統計思考院という組織で人材育成事業を展開しております。本日、後で出てまいるかと思

いますけれども、来年度以降、環境資源管理という NOE を形成するという概算要求事項が

既に出てきているということで、この点につきましては後ほど、ご意見を頂戴できればと

思います。 
 NOE 形成事業自体は、本日大枠は説明のあるところでございますけれども、2004 年度、

リスク研究ネットワークというものの形成事業が開始したというのが NOE 活動の出発点

という形になります。その後、このリスク科学 NOE についで、次世代シミュレーション、

調査科学、統計的機械学習、サービス科学、その他もろもろ NOE 活動というものを時代時

代に応じて組織しておりまして、それが現在の姿につながっていくという形になります。

この顧問会議は 2015 年以来ということになりますけど、後ほどあります医療健康のデータ
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科学の NOE とかものづくりデータ科学の NOE は、その後できた NOE ということになる

わけです。 
 NOE 形成事業は、基本的には非常に大きな広がりがあります。きょう顧問の先生がたに

集まっていただいておりますけれども、外部のかたがたからいろいろな意見を伺いながら 5
年なり 6 年で一つの固まりとして NOE 形成事業を行っているという形になります。本日の

会議はその中で、特に外部先生がたから意見を伺える非常に大きなチャンスということに

なります。私どもは、現在の NOE の形成事業に対して、現時点までかなり多くの NOE を

組織してまいったわけですけれども、ご承知のとおり、現在データサイエンス、あるいは

統計数理自体を拡大していくという形が非常に多くなっていますので、次期の中期計画な

どでは各 NOE を含む上位のデータサイエンス自体のネットワークのようなものが形成で

きればというふうには考えているところです。これはまだ所内の将来計画委員会等で検討

しようという状況です。ここの中で赤い色で書いているのは、いわゆる包括型の、大学等

との協定です。もともと共同利用機関というのは大学の研究に資するという法的な根拠で

できているものですので、そういう協定があったわけです。この紫で書かれたようなもの、

国内に関してはこういうところを、個別の NOE の中でより密接な関係性を持つようなこと

で連携協定が結ばれてきたところになりますし、海外に関しては、より多くのこの紫色の

NOE 型の研究ネットワークで連携というものが進んできたという状況がございます。これ

は一つの成果と言えるかと存じます。 
 後ほどリスク科学のネットワークがどういうふうになっているということに関しては、

詳しくやるのですけれども、リスク科学は連携協定という以上に、緩やかな連携体という

のを非常に多くの分野から構成しているということがあります。先ほどの遷移図でもあっ

たように、リスク研究ネットワークから派生した NOE というのは、こういうような状況に

ありますし、リスク科学 NOE の特徴だと私は考えています。推移の話は先ほどしてありま

すので、省略させていただきます。いろいろな経緯になった、もう一つの NOE も申し上げ

ておかなくてはいけない前提条件があります。実は統計数理研究所で運用していた NOE 型

のセンターを、情報・システム研究機構、上位法人が持っているデータサイエンス共同利

用基盤施設、この建物は隣に立っている建物なのですが、そこへかなりの部分を移行して、

ある意味で共通に運用しているというものがこの 2～3 年に起きたことです。2017 年 2 月 1
日に調査科学研究センターが、活動の拠点をそちらの新しい機構直下のほうに移していっ

たということがございます。その中でもいろいろな活動もありますし、実はこれまでやっ

ていたデータ同化に関する NOE もそちらの施設のほうに管理を移しているというような、

法人全体の中の状況というものがあります。これも詳しく後ほどあると思います。一方で、

統計的機械学習研究センター、これは統数研の中できちんと動かしているようなものです。

それから新しくできておりますものづくりデータ科学研究センターも、統数研内のセンタ

ーの位置付けとして行っているところでございます。ものづくりデータ科学研究センター

には NOE 活動の研究者における直接的な効果として、ここにありますように民間との共同

利用に関する外部資金の獲得も非常に顕著な貢献という形になって、私どもの中に若い研

究者を雇う原資になってきているというところです。 
 もう一つが、この新しいセンターでして、これも後ほど詳しくありますけど、医療健康

データ科学研究センターがあって、ここはもちろん NOE としての研究活動も非常に重要な
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のですけれども、生物統計分野のかなり高度な人材育成ということを活動しているという

形になっておりまして、実際の活動に関して言うと、系統的教育があって、ただ、当然全

国の大学に公衆衛生の大学院、あるいは生物統計に関わる大学院というのがありますので、

統計数理研究所の人材育成事業というのは、基本的に、普通他の大学でなかなか手の届か

ない少し上のレベルのいろいろな項目や何かをやっています。そういう構成の中で、生物

統計に関しても、医療健康データ科学研究センターが、高度な人材育成を実施するという

形になっているということです。 
 統計数理研究所は、もともと NOE 活動をやる前から当然共同研究、共同利用ということ

をやってきたのですけれども、これまでの公募型共同利用 1 件当たりの規模というのは極

めて小さい規模で萌芽的な研究活動を支援しているところです。NOE 活動というのは事業

を重点化する、分野を重点化する代わりに少し大きな予算を投下しているという活動とし

て位置付けておりまして、その中で必要な活動の見直し等をやっていくということでござ

います。統数研のその背後にある共同利用というのがもともと極めて裾野の広い分野に渡

ります。平成 30 年度では 166 件の共同利用研究を支援しているのですけれども、そのうち

117 件はやはり応用分野に対する研究という形になっています。応用分野は極めて、広大で

す。統計数学や情報科学はある意味で私どもの基幹研究に関わる部分です。生物、物理、

工学、人文科学、人文学、社会科学、環境、そういったもろもろの共同利用が行われてい

るという中で、その部分を少し重点化するということを見直していくという必要があるわ

けです。共同利用、共同の研究というのは統数研の中で、件数的には 170 件を常にやって

いるという、予算的な制約もありますけれども、そういう形になっているということです。

後ほど伊藤副所長から紹介がございますけれども、国際外部評価というのはこういう全体

的な活動に対して行っている状況です。 
 NOE 活動の中でも人材育成をやっているのですけれども、人材育成拠点は、統計思考院

という組織で、ここは基本的に統計だけを勉強する、学習、研修するというのではなく、

ある領域の専門性を持っている人たちに対して統計の知識を身につけてもらい、いわゆる T
型人材、Π型人材といわれるものを育成しようという組織になっております。統計思考院

長、きょうは欠席ですけれども、川崎思考院長がおりまして、いろいろなレベルの公開講

座等もあるし、大学院生、研究者を対象にしたいろんな活動をやっています。企業に対す

る活動も現在仕掛けているというような状況になっているところです。 
 特にわれわれは共同研究を加速させるということで、共同研究自体の入り口となる共同

研究スタートアップを、ある意味でボランティアですけれども、ほとんど対価を取らずに、

いろんな業務の研究活動の可能性というものを探して、それなりに持っていくというよう

なこともしているところです。伝統的に公開講座もやっておりますし、またこの公開講座

は申し込むとすぐ締め切りになってしまう状況です。大変好評ではあるんですけれども、

ここも先ほど申し上げましたように、少し高度なものに特化していくという位置になって

います。今、Leading Data Analytics Talents という、データサイエンス高度人材育成プロ

グラムというものを走らせておりまして、ただ公開講座に出たというだけではなくて、一

つのカリキュラムに対してきちんとした演習などをやっていただいた上で修了したことを

認定するという事業も始めているところです。その種の人材育成活動自体も共同利用、共

同研究を加速すると信じております。私どもはスーパーコンピュータを使った、計算機資
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源を使った共同利用ということもやっておりまして、この統計数理研究所のスーパーコン

ピュータというのは非常にデータアナリティクスというか、データ解析に特化したものに

なっているということが特徴です。これは後ほどご覧いただけると思います。実は今、非

常に端境期になっています。もともと統数研は 3 つのスーパーコンピュータを利用してい

たんですけれども、現在稼働しているのは 1 つになっておりまして、これに対する概算要

求など、今他のものが、クラウド型とかそういうものを要求しているというところでして、

これがどういう形になるかというのが現在の関心事でございます。 
 その他、統計数理研究所の図書室が、恐らく統計分野における図書館としては世界でも

最大規模で、アメリカ統計学会長などがよく見学に来て、この種の整備された図書館はア

メリカの大学にもないでしょうということを話してくださっております。あとは共同利用

に必要なゲストハウスも管理しているということで、赤池ゲストハウスがあります。われ

われは総合研究大学院大学という大学院自体を支えている基盤機関でもあるということで、

藤澤専攻長がおりますけれども、統計科学専攻の教育を行っております。ある意味でわが

国の博士対象の大学院は、まだ滋賀大さんもできたばかりで、われわれのところで既にか

なりの研究者を輩出しております。現在この専攻は、入学定員はもともと 5 名なのですけ

れども、大体その倍近くが来てしまっています。ありがたいことなのですけれども、その

ような状況になっています。また、社会人の方が 3 分の 2 くらいの入学者になっていった

というのが最近の顕著な状況だと存じます。 
 統数研は創立 75 周年となりました。これから次の 25 年、データサイエンスの波の中で

どういうふうになるのか。きょうおいでのかたがたも 75 周年のシンポジウムにご出席賜っ

た先生がいらっしゃるわけですけれども、どのように次の 25 年を設計するかという、特に

NOE 活動をどうするかということで十分議論しなければいけない時期になっております。

平成 25年 7月に策定した新中期計画というのはこういう共同利用・共同研究、統計思考力、

統計数理のグローバル化の 3 本から成っていますけれども、これをまさに先生がたのご意

見などを頂戴してどういうふうに進化させていくかということについて、われわれも大変

大きな関心事でございます。ぜひきょう忌憚ない意見を頂戴して、75 周年から次の 25 年に

向けた統数研の一つの基本的な考え方について参考になるご意見を頂戴できればと思いま

す。少し長くなりましたが、私の紹介は以上でございます。 
 
【司会】ただ今の説明に対して、ご質問、ご意見ありましたらお願いいたします。いかが

でしょうか。 
【古井顧問】10 ページから、統計数理研究所 NOE 形成事業の関係で、各 NOE を包み込

むネットワーク拡充（データサイエンス NOE）への展開とありますけど、例えばこれは大

変いいことといいますか、つまり統計数理研究所をデータサイエンス研究所にしようとい

うことなんだという理解したのですけれど。つまりこれをリテラシーとして全体を包み込

む、それをベースにして全ての研究を前に進めていくというように私は勝手に理解して、

それは大変素晴らしいことだと思っております。と言いますのは、皆さんよくご存じのよ

うに、アメリカの大学等に比べて今日本ですごくそういう動きが遅いですよね。 
ご存じのように MIT とかコロンビアとかそういう大学はものすごい勢いで文理全部含め

てこういう方向へ動こうとしている。それがこれからの世の中を決めていく非常に重要な
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ファクターに、文理両方の面からなってきていると思うので、ぜひ統計という言葉はちょ

っとやっぱりイメージが古過ぎる、そこが原点であるとことは間違いないんですけど、こ

こを変えたほうがいいんじゃないかと、暴論を申し上げていますけど、そう感じました。

以上です。 
【椿所長】恐らくいろいろな調整が必要なコメントだと思います。ただ非常に貴重なコメ

ントです。方向性としてはよく分かりますし、国際的な動きも当然そういうことだろうと

いうことは承知しておりますので、参考にさせていただければと思います。どうもありが

とうございます。 
【司会】他にいかがでしょうか。 
【蒲地顧問】今の古井先生のご意見になお反対もあるかもしれないんですけど、データサ

イエンス NOE と、あるいは包括的にアンブレラを掛けるような感じで考えられるというこ

とは、もともとの統計数理と、今はやっている例えば機械学習とか AI との関連をかなり掘

り起こしてまた新しい分野を開拓する、何かそういうことをお考えになっているというと

ころでしょうか。 
【椿所長】統計的機械学習、それから今、人工知能といわれているもの自体も、極めて数

理統計というか、統計数理の基本的な考え方が重要な部分です。もう一つ最適化という分

野があって、統計数理研究所の数理という機能の中にはかなりいろいろな最適化に関わる

研究グループというのを配置しています。ですから本当はもともと統計数理というもの自

体が、人工知能に続くようなもののむしろ基幹的な、羅針盤的な部分をきちんと学術研究

していて、さらにそれを実装するためのコンピュータサイエンスというのが別途あるとい

うふうに考えています。 
後に出てきますけれども、統計的機械学習研究センターでは、その NOE という活動もや

っております。これは私見ですし、福水センター長はずっと専門性を持っているのですが、

わが国においてはあまりにも AI とか人工知能と、その基幹数理である統計とか数理という

ことが分かれ過ぎています。むしろ各国のほうがずっとそこの関係性は近くやっているの

ではないかと思います。ですからデータサイエンスという言葉と統計という言葉に関して

はいろいろな議論があるかと思いますけど、決して今までの統数研のアプローチが、現在、

世の中が志向しているアプローチとして矛盾はしていないし、そこで方針変更するという

よりはそこを強化していくという形ではないかというふうに考えるところです。 
【今田顧問】ありがとうございました。多方面から意欲的かつ持続的におやりになってい

くという雰囲気が伝わってきました。先ほどの古井先生のお話にもありましたけれど、統

計数理が、どういうふうにしたらいろんな学問の接着剤になるかというところが、もう少

しクリアになるといいかなという感じがします。例えば NOE と統計数理で考えてみます。

NOE は Network Of Excellence ですが、これを統計数理が接着剤になってリンクを貼り結

び付け、つなぐというイメージを抱いているのですが、統数研の立場から言うと、具体的

にどういうイメージになりましょうか。 
【椿所長】非常に重要な質問で、まさに NOE 活動というのはなんのためにやっているかと

いうことです。先生がおっしゃるみたいに、「つなげる」「つなぐ」ということに主要な意

味があります。つまり統計数理というある意味横断的な学問に関しては、最初に申し上げ

ましたように非常に多様な分野への適用可能性はある。しかも、例えばリスクに関しても、
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いろいろなリスクの個別の研究はあるのですけれども、そこはわが国においても国外にお

いてもかなり独立に研究されている領域である。ところが統計数理なりデータというキー

ワードの中で、ネットワークを形成すれば全てお互いの知恵といいますかいいところがか

つながるだろう。これが Network Of Excellence の活動が始まったときから、「ハブとして

の統計数理」、中核というか「いろんなものがつながるポイントとしての統計数理」という

ことを強く意識していたところです。ですから、むしろそういう活動が今の体制の中でき

ちんとできているかどうかということに関しては、われわれはそのオペレーションに関し

て百点と思っているわけなのでいろいろ批判していただければと思います。しかし、今田

先生がおっしゃられたようなことが重要です。基幹研究というものが、もともとは非常に

横断的なものである。横断的なものに対して、それはいろんな分野に使えるけれども、い

ろんな分野のかたがたの言葉とか、数学的ないろんなモデルがつながっていない。そうい

うことを効率的、効果的につなげるものが NOE 活動の一つの大きな狙いであることは間違

いないことです。それは NOE の発足当時から考えています。 
【関根顧問】この時点でお伺いするのははばかるところがあって、全体を聞いてから聞こ

うかなと思っていたのですが、企業や他大学との連携をいろいろやっていらっしゃるとい

うことはご紹介いただけたと思うのですが、一方で政府が進めようとしている EBPM との

関係は、この NOE の活動上においてどう考えるかというのは今のお話の中に入っていなか

ったような気がします。この点、今はどのような様子か教えていただければと思います。 
【椿所長】どうもありがとうございました。私が 3 月まではそういう仕事をしていたもの

ですから、当然そういうことを気に掛けなければならないわけです。NOE 活動の中では先

ほど申し上げました、DS 基盤施設というところに、社会構造化という軸がございまして、

ここの中で実は国のいろんな情報、統計系の情報とかそんなもろもろの情報をきちんと分

析できる拠点というものを、これはむしろ機構の事業として行っております。一方でその

機構の中でも、後ほど説明があると思うんですけれども、国の持っている情報をきちんと

分析して、何か政策につなげるようなことを目的とする一種のフォーラムを形成すること

をやっております。直接行政の、いわゆる EBPM に対して統計数理研究所が何かをやって

いるという形には現時点でなっていないかとは存じますけれども、その種の基盤は既にあ

るのです。布石は打ってあるということになっているかと思います。今現在はそういう状

況です。 
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国際外部評価に係る
対応について

注：会議当日配付した資料２（国際外部評価への対応
について）はこの報告集には掲載していません。
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国際外部評価に係る対応について 

【司会】次に移らせていただきます。資料 2 に基づきまして、昨年度、統計数理研究所で

開催いたしました国際外部評価での指摘と、それに対する対応ということについて副所長

の伊藤から解説をさせていただきます。 
 
【伊藤（聡）副所長】伊藤でございます。お手元にこのような報告書があると思います。

昨年の 10 月に国際外部評価を実施いたしました。この顧問会議からは古井先生、それから

伊藤先生にご参加いただきまして、大変ご尽力いただきました。この場を借りてあらため

てお礼を申し上げます。お手元の別の資料 2 でございますが、こちらにつきましては外部

評価の際にご指摘いただいた事項につきまして、あらためてまとめたものでございます。

ご指摘事項に対して、一番右の欄に統数研としての具体的な対応、あるいは検討中の内容

についてまとめてございます。左から 2 番目の欄に担当 NOE という欄がございます。こち

らは、各 NOE に関連したものは、後ほど NOE のご説明の中でお話があると思います。私

のほうからは、空欄の事項、全般的なものについて簡単にご説明させていただきたいと思

います。 
 まず 1 番の総括と書かれたものでございますが、将来の地位と成功を担保するための地

域レベルの対応というご指摘でございます。これにつきましては所内的には、将来計画委

員会、そして NOE 形成事業運営委員会がございまして、そちらで事後評価を行っていると

いうことがございます。その他、この顧問会議、または運営会議、共同利用委員会、統計

思考院運営委員会、アドバイザリーボードを設置しておりまして、こちらには所外の方に

入っていただいてご意見を頂いております。その他、毎年平均 1 回ぐらい、外国から国際

戦略アドバイザーをお迎えして、同じようにアドバイスを頂いています。これらを運営企

画本部における戦略としてやっているというところでございます。 
 次の 2 番でございます。NOE 型研究組織の編成を通じて、研究の自由度が低下している

のではないかというご懸念でございますけれども、この NOE 型研究組織と申しますのは、

情報・システム研究機構の中期目標、中期計画に沿って計画的な配置をしているものでご

ざいます。またこれとは別に基幹的研究組織においてはボトムアップ型研究の実施を保証

しているというところでございます。 
 次は 3 番でございますけれども、研究資産の定量的評価と民間資金の導入でございます。

この中には、少額の予算では共同研究を実施しないほうがいいのではないか。あるいは複

数年度にまたがるプロジェクト実施の検討をすべきだというご意見がございました。 
 これにつきましては、従来の共同研究は現在、教職員の負担が少ない面談を中心とした

学術指導、それから実際に協働しての共同研究に分けておりまして、原則として前者の学

術指導は 3 カ月で 50 万円以上、後者は半年で 100 万円以上の規模としているところでござ

います。原則としてです。また、共同研究の遂行組織として共同研究部門を数年間設置で

きるようにいたしました。これに基づいて、後で説明があると思いますが、ものづくりデ

ータ科学研究センターにおきまして、3 年間の共同研究部門が設置されたところでございま

す。 
 それから次の 4 番、研究結果のライセンス契約の推進ということでございますが、研究

所で成果として得られたソフトウエア等につきましては、統計科学技術センターで公開し
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ているところでございますけれども、近年は R 言語で開発したソフトウエアパッケージを

CRAN のサイト、これは統数研でミラーサイトを運用しておりますが、こちらに登録する

ということも増えてございます。 
 次は 5 番です。日本の国内外の研究者との人事交流の推進ということでございますが、

こちらにつきまして、国内外の研究機関との研究者交流につきましては各 NOE で実施して

おりますが、特に人文学、社会科学におきましてはデータサイエンス共同利用基盤施設の

人文学オープンデータ共同利用センター、社会データ構造化センターとも連携して実施し

ているところでございます。また、来年度 4 月からの雇用になりますけれども、現在、公

募が終わったところで選考しているところでございますが、国立天文台から 2 名のテニュ

アトラック助教をこちらで引き受けて人材育成をするというようなプログラムも動きだし

ております。 
 その次、若手研究者の採用活動でございますけれども、何より若手の研究者を引きつけ

るためには先進的な研究成果を発信し続けるということが第一だと考えておりますけれど

も、これまで統計思考院で募集しておりました特任助教を、現在では助教として募集して

います。また、特に優秀な助教につきましては基幹的研究組織のほうに配置換えするよう

にしておるところでございます。また今後テニュアトラック助教の導入についても検討し

ていきたいと考えております。 
 その次、存在感と認知度、国際的な認知度の向上ということでございますけれども、こ

ちらについては喫緊の課題として今後検討していかなければならないと認識しておるとこ

ろでございます。 
 それから地方自治体との共同研究、先ほど関根先生からもお話があり、EBPM というこ

とで、所長からもご回答があったところですけれども、データサイエンス共同利用基盤施

設の各センター、それから調査科学、あるいは計量科学グループで実施しているところで、

これらの一層の推進に努めていきたいと思っております。 
 その次からは基幹的研究組織に係るものでございます。基礎研究の研究費用の明確化と

いうことですけれども、NOE 形成事業に直接関係のない基礎研究、これを実施する場合に

は、一律に配分される基盤研究費、それから科研費をはじめ機構内外の競争的資金を充て

ることとしておりますが、不足する場合には、毎年度後半に実施しております所内の所長

裁量経費を充当する補正予算の申請も可能となっています。 
 その次、論文数増加の戦略についてですが、基礎研究論文の数を増やすための戦略が必

要である、現時点の成功を確実に今後に維持することが重要であるというご指摘でござい

ます。対応といたしまして、基礎研究の水準を支える外部競争的資金の獲得状況を維持、

向上させることが必要であると認識しておりますが、これまで一部に対して行っていた査

読、模擬面接等を、今年度から科研費につきましては全申請の所内査読を開始していると

ころでございます。 
 続きまして、ワークショップやシンポジウムの数と量ということでございます。単に数

だけではなくて、それらの有効性に焦点を合わせることが重要であるというご指摘でござ

いますけれども、第 2 期中期目標期間から第 3 期にかけまして、NOE 形成事業におきまし

ては学術協定の締結ということに重点を置いてまいりました。それ以降、ここ数年は実質

的な連携に軸を移しております。今後も、運営委員会等において活動状況を把握した上、
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この顧問会議の場でご助言を受けてまいりたいと思います。 
 それから教員の研究エフォートの調査ですけれども、現在研究教育職員のエフォートに

つきまして、毎年度 5 つの領域に分けて調査を実施しております。その研究に対するエフ

ォートを、NOE とそれ以外に分けてはおりませんけれども、他の業務、共同利用業務、管

理・運営業務とは分けて、各研究者のエフォートを把握しているということでございます。 
 国際的認知度のさらなる向上の奨励ということでございますけれども、特に若手研究者

を外国に派遣することを奨励するということでございますが、これにつきましては毎年持

ち回りでインド、それから台湾との 3 カ国会議を実施しておりますが、特にこの会議に若

手研究者、大学院生を積極的に派遣するようにしているところでございます。また所長裁

量経費からのサポートも行われております。 
 この後しばらく飛びまして、27 番運営企画本部をご覧ください。企業との調整役等の人

材活用というところでございますけれども、現在統数研にはリサーチ・アドミニストレー

ターが 3 名在籍しております。雇用は上部の情報・システム研究機構でございますけれど

も、このうち上席 URA は企業出身でございます。主として企業等とのさらなる連携業務に

従事しているところでございます。この URA、リサーチ・アドミニストレーターは補助金

で運用されておりますが、3 年後には完全自主財源化を迫られることになっておりますので、

今後の在り方については現在検討中でございます。 
 また少し飛びまして国際連携・国際共同研究というところでございますが、番号でいう

と 30 番でございます。若手研究者の交換と新たなネットワークの構築ということでござい

ますけれども、現在学術協定のほとんどには研究者の交換が含まれておりますけれども、

いずれも定期的な若手研究者の交換には至っておりません。これにつきましては、協定締

結機関と連携して、国際的な外部競争的資金を獲得することにより、安定的な財源確保が

必要であると認識しているところでございます。 
 その次、より限定された数のパートナーに絞り込むということでございますけれども、

先ほどの数よりも、既にご指摘がございましたけれども、限られた財源の下で国際連携を

有効に推進するために、次期中期計画に向けて検討していく所存でございます。 
 続きまして、少し飛ばしまして、国際連携、国際共同研究の成果と効果の表し方という

ことで、34 番でございます。こちらは 3 項目を挙げていただきましたけれども、1 番の世

界地図につきましては本日お手元にあるパンフレットで公開しているところでございます

が、その他、全ての機関を結ぶ全体的なネットワーク構造ですとか、そこに論文一覧を提

示していくという、さらにアクティブな表現法についても検討していきたいと思っており

ます。 
 時間も限られておりますので少し飛ばしますけれども、その後研究設備と研究基盤資源

というのがございます。スーパーコンピュータのところはちょっと込み入っておりますの

で飛ばさせていただきまして、赤池ゲストハウス、39 番です。民間投資をこの地域に積極

的に誘致したらいかがかというお話ですが、なかなか容易ではございませんけれども、ゲ

ストハウスの拡張につきましては利用状況および教職員の要望に合わせて検討していきま

す。 
 それから、欠けているスポーツと運動の施設の設置。こちらも 3 機関で建物を共有して

おりますので、なかなか実現させるのが難しいのですけれども、今後も検討を続けていく
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ということでございます。電子ジャーナルに関しましては、機構本部と連携してできるの

が一番ですので、現在進めている研究 IR とも合わせまして、機構本部に働きかけていきた

いと考えております。 
 それから、大学院教育プログラム、42 番でございます。総研大生、大学院生に専門分野

以外の経験の機会を与えるということですけれども、総研大は現在新入生に向けたフレッ

シュマンコースがございます。その他情報・システム研究機構では、他の 3 機構法人と連

携した若手研究者クロストーク、それからフロンティアコロキウムというものがございま

す。また、統計思考院の公募型人材育成事業として毎年度実施しております統計若手セミ

ナーに参加することによって、数々の若手研究者と出会う機会をいろいろ与えているとこ

ろでございます。 
 最後は広報の部分です。広報の 45 番でございますけれども、数理科学分野以外での広報

ということで、SNS を活用ということでございますが、現在 Twitter では広報活動を積極

的にやっております。また YouTube でのビデオの発信も継続して実施をしているところで

ございます。またここ最近は国際的な情報発信ということで、EurekAlert!を使った発信に

も力を入れているところでございます。以上、この 50 弱のご指摘事項に対する現時点での

対応状況についてご説明させていただきました。 
 
【司会】ちょっと時間が押しておりますので、コメントは後ほど全体のときに頂くといた

しまして、質問がおありでしたら今お答えしますので頂ければと思いますが、いかがでし

ょうか。よろしいでしょうか。次に移らせていただきます。ここから先は各 NOE の紹介と

なります。 
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● リスク科学 NOE 活動紹介 

【司会：椿所長】NOE 推進室長の山下がリスク解析戦略センター長ですので、私が司会を

代行させていただきます。それでは、リスク科学 NOE の活動紹介を行っていきたいと思い

ます。お手元の資料 3 がリスク科学の資料となりますので、スライドと併せてご覧いただ

ければと思いますのでよろしくお願いします。 
 
【山下教授】リスク科学 NOE リスク解析戦略研究センターのセンター長の山下です。よろ

しくお願いいたします。まず、リスク科学 NOE の目的については、端的に言うとリスク科

学を一つの体系的な学問形態として成立させるというのが一番です。 
 その活動を通しまして、また社会的な関連、社会実装をできるようなモデル、もしくは

データベースを作ることが大きな目的です。その中で NOE の活動の根幹をなすのに 2 つの

ポイントがあります。一つはリスク解析戦略研究センター、いわゆる研究所の中に置かれ

ているセンターと、もう一つは研究所と外部の組織の連携体としての「リスク研究ネット

ワーク」です。若干リスクセンターに関わることではないんですけれども、全体の解説と

して、初めにご説明しておきたいのは、6 つの NOE がありますが、NOE＝センターという

イメージが強いですが、実際研究所内に置かれているセンターは 4 つです。6 つの NOE の

うち、2 つ（次世代シミュレーション NOE と調査科学 NOE）は研究所内にセンターがあ

りません。2 つ（統計的機械学習 NOE とものづくりデータ科学 NOE）が研究所内にセン

ターがある。でも連携体ネットワークがない。残りの 2 つ（リスク科学 NOE と医療健康デ

ータ科学 NOE）がリスク NOE の形式で、研究所内のセンターと外部との接続がある連携

体ネットワークの 2 つの両方持っているという形態で、3 つの形態があるということをご理

解ください。 
 次に、リスクセンターのこれまでの歴史を書いております。リスクセンターは研究所内

の NOE センターの中で一番古い歴史を持っておりまして、もともとは椿所長の立案でつく

られたものです。平成 24 年度から私がセンター長を担当させていただいています。この流

れを見ていただきますと、初めは環境、金融、医療という形の 3 本柱で始めましたが、世

の中にいろいろなリスクが存在することで、運用を広げていきました。23 年度までは各ド

メインをグループと呼んでいましたが、24 年度からはプロジェクトと名前を変えました。

これはなんの違いがあるかといいますと、グループは固定的なイメージ、組織として安定

しているイメージで、プロジェクトはスクラップ・アンド・ビルドを常にやっていくとい

うよう意気込みで、名前を変えました。さらに基礎的分野、分野共通の数理やデータベー

スの方法論のプロジェクトも始めたということです。それで、一部のグループはサービス

科学研究センターへの転出や、医療プロジェクトの 3 つを 1 つに束ねて、それを基に医療

健康データ科学研究センターを設立しました。他の NOE センターとの関係、もしくはその

基礎を作るというような活動もしております。それで、次のステップといたしましては、

先ほど少しだけ説明がありましたけれども、「環境資源 NOE」というものを考えておりま

す。それの準備室としまして、今まで環境プロジェクト、資源プロジェクトがありました

ので、それをベースにリスクセンター内に環境資源 NOE を考えるための推進室を設置した

というのが今年度の一つのトピックスです。このように、常にシーズ、ニーズに合わせて

体制を変化していこうというのがリスクセンターの大きな方針としてございます。 
 次に、リスクセンターの構成員です。非常に多くの、内部、外部の先生がたに属してい

ただいております。内部で特任研究員まで含めて考えると 26 名の研究者がいます。それに
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支援員が 9 名ということで、35 名という大所帯のセンターになっています。 
 客員の先生がた、各分野の方面の人たちを集めまして、かなり研究所にも来所していた

だいて共同研究等を進めていっている状態です。外部との協定については、協定数自体は

全部で十数個と、規模の割にはあまり多くですけども、先ほど説明いたしました「リスク

研究ネットワーク」をつくっておりまして、そこには 38 機関の大学もしくは研究所に加盟

していただいて、それで情報交換等を行っているところです。全部で五十数個の研究機関

と結び付いている形になっております。 
 このスライドが一番リスクセンターの活動が分かりやすく書かれてあるところです。現

在リスクセンターの中で動いているプロジェクトは 6 個です。まず共通分野、基礎分野と

いたしましてデータ中心リスク科学基盤整備プロジェクトがあります。一言で言いますと、

リスク分析するためのデータベース作りと、データの確保に関する研究グループです。ど

うやって集めるかというところも重要なんですが、その集められたデータを分析しやすい

ように整える、もしくはデータとデータをくっ付ける、またデータ利用のためのツールを

考える、そういった事業をしております。例えば公的統計、いわゆる政府の持っているデ

ータが研究に利用できるということで法律的に定義されております。ただ、公的データな

ので匿名性を維持しながら、分析するためのツールというものを提供しております。先ほ

どから何度も出てきております機構本部データサイエンス共同利用基盤施設、隣の建物に

なるところですけれども、そこにオンサイト施設というものを作りまして、政府のデータ

の個票にアクセスできる仕組みを作っております。その部屋では、厳重なセキュリティが

なされておりまして、常にどういったコンピュータ操作をしているかというものをチェッ

クしていますし、その成果を持ち出す上では持ち出し審査が行われます。セキュリティを

保ちながら、政府データの研究利用というものを進めるツールを作り上げたということで

す。2 つ目はリスク基盤数理、リスクを分析するときに、伝統的な極値論であったり、統計

数理研究所の設立メンバーに岩菅先生という方がいらっしゃいます。洪水等の研究で水文

学という分野がありますが、水文学の創設者、言葉を作った人です。今から 75 年前、それ

ぐらい前からリスクに関する研究を研究所で続けておりますが、その伝統を引き継いだ形

でリスクというものと数学というものを結び付けるグループがリスク数理グループです。

これも共通分野です。 
それに対して、研究ドメイン、応用分野が 4 つあります。資源、金融、地震、環境とい

うことで、それぞれの分野で、共通分野で得た知識とドメイン特有の知識というものを融

合することによって、より高度なリスク科学の分析ができるという意識で活動しておりま

す。時間の関係でここの研究については割愛させていただきますが、このような体制を続

けているということです。 
 シンポジウム等の開催実績を書いております。規模が大きいので、開催数もかなり多く

て、ここに書いてあるのは比較的大きな規模のシンポジウムを書いております。私は金融

プロジェクトを率いておりますが、毎年 12 月に金融シンポジウムを金融庁のかたがたと、

日銀に大変ご協力いただいて、産官学共同のシンポジウムとして開催しております。今年

度も昨年度以上のペースでシンポジウム等の開催を続けているところです。 
連携機関との協定を結んだだけでは協定の意味がありませんので、いろいろな交流事業

を進めております。大体年間外国人の訪問者数が 60 名から 70 名、こちらが行くほうは 20
名前後。国内の来所者を把握するのはちょっと難しいんですけれども、延べ 100 名程度の

交流がなされていると把握しております。 
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 具体的に何をやっているかの一例をお示ししております。リスク研究ネットワークにお

きましては毎年総会シンポジウムを開催しております。各分野リスクというもののくくり

でいろいろな研究機関が集まりまして、情報交換、研究発表だけではなく、数理であった

り機械学習であったり、チュートリアルセミナーを行って、リスク研究コミュニティの活

性化に役に立とうという形で行っております。最近活発なのは、MOU 協定を結んだ海外と

の連携です。特にアジア各国なんですけれども、現地にてアカデミックサイド、もしくは

政府当局者のかたがたを集めまして、集中セミナーを行うということもしております。 
 資金獲得状況についてこのスライドは、大きいのだけ数えておりますが、これ以外にも

分担者での獲得、もしくは基盤 B の科研費であったり企業の共同研究費というものがかな

り入っています。受賞については、今年私が受けた文部科学大臣表彰のことを書かせてい

ただいております。 
 次に環境資源 NOE の話です。環境資源 NOE というものをリスクの環境プロジェクト、

資源プロジェクト、もう一つ機械学習でその方面を研究なさっていらっしゃった松井先生

も合わせまして、推進室をつくりました。この推進室は概算要求がベースになって事業が

行われております。概算要求の内容について、1 枚のスライド、ポンチ絵に書き込んだもの

です。また字が小さくて大変申し訳ないんですけれども、資源環境準備室 NOE が何をやろ

うとしているかと、それの一番端的に書かれているのは、この赤で囲まれた部分です。ま

ず 1 つ目は、協定に基づいて連携コンソーシアム、資源環境に対するユースケースをまと

めて、それを共有し合うというグループをつくる。2 つ目が、データの収集と資源環境管理

システムの構築。次は当たり前なんですけど、NOE を形成いたしますというのが 3 つ目。

4 つ目と 5 つ目は、これは合わせて行われていますが、ワークショップの開催と人材育成の

ためのセミナー等の開催。もしくは人材育成については On the Job Training で資源環境デ

ータ分析ができる人を育てるということです。6 つ目に、国際ミクロデータについて、各国

との共同事業を行うことがあります。このプロジェクトを推進するのを目的で、今年準備

室、来年からはきちんとした NOE 活動として活動していく所存です。 
 最後になりました。今後の展開ということで 4 つトピックスを挙げてきています。一つ

はリスク科学の体系化ということで、これは科研の新学術的な発想なんですけれども、一

つの学問体系として成すためのコミュニティを形成しようと。2 つ目は、リスク分析のため

のデータ基盤整備で、先ほどいった政府ミクロデータの利用であったり、あとは企業デー

タについてかなりきっちり集めているところです。160 万社ぐらいのデータが集まりました。

またこれとは別に、担保とか保証、デフォルトした後の企業の動きなどをデータベースと

して集めたりしております。いわゆる信用データベースですけれども、日本で唯一の統合

信用データベースを作っているということです。あとはリスク分析者の人材育成というこ

とで、アジア諸国に対する集中セミナー支援とか、あとはポスドクを積極的に採用して、

それで転出させることによって高度教育者、研究者の人材育成を行っています。最後に、

個々のプロジェクトのレベルアップということで、センター内の情報共有、もしくは外部

組織との情報共有による共同研究をいたしまして、それを支援する体制として事務局、ポ

スドクなどのスタッフの充実を図ろうというのが今後の展望としてあります。以上です。 
 
【司会】以上がリスク科学 NOE に関する説明でございます。質疑、ご意見等があればよろ

しくお願いいたします。 
【伊藤顧問】2 点あります。一つが、幾つかミッションという言葉が出てきたのですが、こ
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のミッションという言葉の使い方についてです。先ほど環境資源に関してミッションが 6
つほどあって、それに対して概算要求というお話があったと思います。このミッションは、

国が出しているなんらかの、例えば今だと第 5 期の科学技術基本計画が実施中ですし、毎

年科学技術に対する基本計画が出ていますけれども、そこに書かれている文言に合致する

ように書かれていますか。 
【山下教授】特に合致するというのを目的での作文はしておりません。われわれの今まで

持っているシーズと、われわれに直接伝えられるニーズというものをくっ付けるという形

での文言の作成をしておりますので、特にリンクはしていないというふうに認識しており

ます。 
【伊藤顧問】分かりました。これは一つコメントですけれども、私も国研にいてよく分か

るのですけれども、国研はやはり国のミッションを果たすべきだという考え方を、国は強

く持っています。そうしますと、いい、悪いは別として、やはり国の示しているミッショ

ンに合わせて予算を取りにいかないと、こちら側がやりたいことをばかりを挙げても、な

かなか施策として取り上げてもらいにくいという面があるのではないかと思います。ただ

しそうしますと、自分たちのやりたいことができないのではないかという懸念があると思

いますが、それは一部しょうがないところもあります。だけど一方で、そういうことをや

るから、競争的資金の場合、30％の間接経費をつけてもらえる。間接経費というのは、言

葉は間接経費ですけれども、自由に使ってよいということになっていますから、実はあれ

はインセンティブということなのです。そこをどう考えるかということが組織運営として

はあるのではないかと思います。 
【山下教授】有益なコメントをありがとうございます。 
【伊藤顧問】もう一点です。リスク分析のためにデータ基盤を作られているということで、

国の重要なデータを整理して使うというお話でしたが、その使うユーザーというのは、一

般的なユーザーを想定しているのか、最初のユーザーは、例えば統数研の中の研究者を想

定しているのかというのはどうなのでしょうか。 
【山下教授】2 種類あります。政府データに関しては、これはできるだけ広く使っていただ

こうということで使っておりまして、利用を促進するための公的ミクロ研究データコンソ

ーシアムというものをつくりまして、普及活動も含めて行っております。一方企業データ

については、これは金融機関から頂く秘匿性データなので、広く使うということはできな

いです。統数研のいわゆる共同利用、もしくは共同研究の一つのきっかけになるような形

を考えております。そういうのに参加していただくと使えるというような形態での提供を

考えます。 
【伊藤顧問】これもコメントですけれども、私は分野が違う材料の分野ですが、データを

自分たちのところで整理し、最初に使うユーザーは自分たちの研究所の研究者と考えてい

ます。そうすると、ちゃんと使ってくれる仕組みにできるので。もう一つは、これもいい、

悪いは置いておきますけれども、やはりそういうデータを使って成果を出してみないと、

そのデータのよさが分からないので、成果を出してもらう人が近くにいる研究者と、その

人たちに向けたデータ整備をすることにより、成果も出やすいということがあります。成

果が出やすい仕組みということで、一つコメントをしておきます。 
【山下教授】ぜひ参考にさせていただきたいと思います。 
【古井顧問】今の伊藤先生のご質問と多少関係があるんですが、資源環境 NOE に関して、

ここにも少し書いてありますけれども、気候変動によるいわゆる災害リスク、ものすごく
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国内的にも国際的にも高くなっておりますよね。そのことに関してあまり生々しいことを

やるのはどうかと思いますけれども、そういった問題に対する学術的な貢献をしようとい

うようなことをやっていらっしゃるかを聞きたいと思います。 
【山下教授】災害についてはマレーシアとの関係で、土砂崩れ災害について、当然土砂崩

れというのはいわゆる水文学との絡みもありますし、結構統数研にとってはふさわしいテ

ーマじゃないかというふうに考えておりまして、他の大学とマレーシアとの連携の中で進

めているところです。 
【古井顧問】マレーシアもいいけど、やっぱり日本の中で貢献してほしいと思ったんです

けど。 
【山下教授】土砂災害とか水害のデータを頂くチャネルが今まだつくれていないという現

状ですので、リスク研究ネットワークの中では土木関係の災害のところと今直接は結び付

いていないところです。京大防災研と一つになれば可能なのかなというふうに思います。 
【古井顧問】ありがとうございました。 
【小宮山顧問】海外の研究機関とか大学との連携についてちょっとお尋ねしたいんですけ

れども、それまでの研究機関、あるいは大学の連携、あるいは人が訪問されたりいろいろ

されているということは分かるんですけれども、それぞれ恐らく何か目的があって連携さ

れていると思うんです。詳細は必要ないと思うんですけれども、何を目的に連携されて、

その目的はどの程度達成されているのかはどこかで知ることはできるのでしょうか。 
【山下教授】連携協定のスライドのところでお示しした中で、アジア資源関係については、

これは毎年セミナー、ワークショップを開いて、教育的な活動をしております。あと、割

と密接に行っているのは、ウルム大学ですか。せっかくなので、栗木先生がいらっしゃい

ますので一言活動の実績をお願いします。 
【栗木教授】私どもはリスク科学 NOE に関連した国際活動ということで、もともと個人的

な研究分野でドイツのある研究者と昔から交流があったんですけれども、少し前に MOU
を結びまして、第 1 回目の集会を日本で行い、第 2 回の集会を、今年ウルムで行いました。

東北大学もウルム大学と学術上の興味が一致するということで、学生を含めた研究協定が

ありまして、第 3 回を東北大学でというふうになっております。もともとは方向性がかな

りダブるということで始めた集会ではあるんですけれども、先方としてはいろいろ数学の

先生方も産業界との連携を、これから深めていきたい、統数研は非常にそういう資源を持

っているということで、どちらかといいますと私どもがアプローチするというよりも向こ

うからアプローチしてきて、今活動を進めているところです。具体的な成果としては研究

レベルでしか今はなくて、これからたぶん先方が、産業界のほうにいくんだろうなと思う

んですけど、まだ発展途上ではあります。本件は私が担当ですけど、統数研では似たよう

な集会をいろんな方が担当されております。 
【関根顧問】環境資源 NOE は SDGs とかそこら辺を意識されていると思います。この手の

話は最近われわれの業界ではバブル化していまして、グリーンボンドとかいろんなことが

いわれていますので、かなりそういう意味ではお客さんも多いのではないでしょうか。こ

の点、関心のありそうな金融機関ともうまくコミュニケートしていくと、研究所としての

ビジネスチャンスもあるのではないかと思うのですが、そこら辺はどうお考えでしょうか。

もう一つは単なる情報共有ですけど、実は先週たまたま出たコンファレンスで、このリス

ク科学ということで、深センの工科大学とチューリッヒ工科大学が組んで、深センにかな

り大きなリスクの研究センターをつくろうとしているという話が聞かれました。かなり手
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広くやっていて、しかも中国の大学にお金が相当入っていまして、羽振りも相当よいよう

なのですけれども。そういったところもまたネットワーク形成のところで考えていただけ

ればよいのではないかと思った次第です。 
【山下教授】ありがとうございます。グリーンボンドのような環境ストラクチャードファ

イナンスについては、きっちりプロジェクトを進めていくつもりです。ただ、共同相手が

民間企業のときには、個別の民間企業の利益共有にならないように、ある程度のボリュー

ムの数がそろったところでないと始めるのは難しいと思っています。深センの話をありが

とうございます。最後の南方科学技術大というのが深センに国家プロジェクトでつくられ

た大変資金潤沢な大学で、すでに協定関係にあります。もしかしたらここかなというのは

ちょっと思った次第です。 
【蒲地顧問】リスクというものを私はよく分かっていないんですけれども、例えば気象庁

が大雨が降るであろう逃げてくださいとか、それはリスクを避けるために言っているよう

なものです。確率とか統計で言えば、極端な現象、例えば非常に短時間に雨が降るとか、

あるいは、気温が非常に下がるとか、そういうことだろうと思います。このリスク分析を

されているときの、そういう分析するためのデータを集めるのに、非常に極端な現象はめ

ったに起こらないからデータとしては足りるんでしょうか。その分野にもよると思うんで

す。私は気象庁に勤めていたものですから、なかなかこの 30 年ぐらいのものを集めてみて

も極端な現象はほとんどないんです。私の現在所属している JAMSTEC のプログラムで機

械学習を応用して、台風が発生するかどうかという、台風の卵を判定する研究を若い人が

やったんですけれども、そのときはやっぱりひまわりの画像とかでは足らなくて、現実に

近いような数値モデルのシミュレーションをいっぱい流して、それは初期値とか境界条件

を変えて、非常に多くの例を計算して、その中で学習して発見するというようなことをや

っていたんですけれども、そういう何か工夫というのをされているんでしょうか。 
【山下教授】大災害等、まれにしか起こらない事象についてのデータがないというのはま

さしくそのとおりです。そのために存在する、いわゆる統計学分布の理論がありまして、

こっち側もデータ部分がなければ、その代わりこっち側の数理グループが頑張るという仕

組みです。数理グループはいわゆる極値論という、今まで存在しないデータの発生確率を

知る。極値論が一つそうですし、もう一つコピュラと書かれていますが、多次元で考えた

ら、その部分がカバーできる理論も発達しておりますので、ないなりになんとかできると

いうのが現在の状況である思っています。 
【今田顧問】社会学を専門にやっているもので文系的な発想からちょっとコメントしたい

と思います。リスク科学 NOE というのは、いろいろな分野のリスク問題をデータ科学でど

う解明するかということにあるのでしょうが、目指すところはどういう社会なのでしょう

か。リスク社会だといわれてもう久しいんですけれども、どういうかたちでリスクに応答

できる社会を目指しておられるのでしょうか。諸リスクにローバスト（頑強）な社会を目

指すのか、それともリスクは不可避なのでどうやって予防するのかといったように、諸リ

スクに対する対応の仕方のタイプがありますよね。リスク科学 NOE はどのあたりを主に狙

っておられるのか。リスク問題全般を対象とする感じなんでしょうか。 
【山下教授】リスクを回避するか、リスクを取ってきたというのは、これは分野によって

戦略は変わってくると思うんです。ただそれを正確に行うためには、まずリスクをちゃん

と評価する。評価された結果に対してちゃんと意思決定をする。その意思決定が正しかっ

たかどうかというのを事後的に評価するという 3 つの段階というのは必要です。その 3 つ
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の段階のメソドロジーを基本的に考えるのがわれわれの役割だと思っております。そうす

ると個々の例というのはもちろんやるんですけれども、個々の例を解決するわけじゃなく

て、先ほど言った 3 つのステップの方法論を構築するのが統計数理研究所の役割だという

ふうに認識しております。 
【今田顧問】お話では、リスク科学を構成する 3 段階のうち、リスク評価と意思決定の 2
段階を主に対象にされているということですね。第 3 段階のリスクの事後評価は、まだ本

格的に手をつけておられないということですね。 
【山下教授】私はここなので、メインではないのは悲しいのですが。基本的にそういう接

点がなければ上は成り立たないというふうに思っているんです。これがあるからこそ上の

方針がちゃんと立つというような構造なんだと思います。 
【今田顧問】他の多くの大学や研究機関で、様々なリスク研究がなされていますが、統数

研ならではのリスク解析とはこれである、という「めりはり」をつけられるのがいいので

はないでしょうか。お話を聞いての印象ですが、リスク解析の基礎部分を中心に進めてゆ

くということでよろしいんでしょうか。 
【山下教授】ありがとうございます。 
 
【司会】他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、次にバトンタッチをさ

せていただきます。次は次世代シミュレーション NOE の活動紹介です。ここでまた司会は

山下 NOE 推進室長に代わります。 
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【司会：山下 NOE 推進室長】次は次世代シミュレーション NOE を担うデータ同化グルー

プ教授の上野玄太より説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 
 
【上野教授】次世代シミュレーション NOE の活動紹介をいたします。モデリング研究系デ

ータ同化グループの上野と申します。よろしくお願いします。 
次世代シミュレーション NOE の概要ですけれども、目的はシミュレーションを最大限に

活用すること。そのためにいろんな研究機関と協力をして、大量データの情報をうまく使

いましょう、その結果、リアルタイムに現象を予測することを可能にするようなシミュレ

ーションモデルを作りましょうというものです。そのためには、高速な計算アルゴリズム

を作ること、もしくは具体的な並列計算機で動くような実装法を考えることを進めてまい

りました。これによりどんないいことがあるかと書いていますけれども、よりよいシミュ

レーションモデルができますから、予測の能力は上がるであろうこと、もしくは実際の実

験をしなくても、特に工学分野ですけれども、その場合には計算機上で制御実験すること

ができる。さらにはこの計算結果を基に、科学的知見の発見プロセスを加速することがで

きる。実際にいろんなことを試すことができます。そういうことができることが期待され

ます。 
 これは、この次世代シミュレーション NOE の歴史を示したものです。平成 22 年度から

現在の平成 31 年度、令和元年度までの 10 年間を帯にして書いています。これは平成 22 年

度の初めから次世代シミュレーション NOE が始まりまして、現在まで続いているところで

す。実際できたときには、2 つのセンター配下の 2 グループからできました。予測発見戦略

研究センターデータ同化グループと、新機軸創発センター乱数研究グループを合わせまし

て、データ同化研究開発センター、センター長、樋口、副センター長、田村の体制で始ま

ったのが平成 22 年度です。それから何年かたちまして、センター長、副センター長が代わ

りまして、平成 30 年度、つまり昨年度の終わりでデータ同化研究開発センターは廃止され

ました。今センターはありません。現在は統数研の中としてはモデリング研究系のデータ

同化グループで、上野、中野、野村の 3 人が所属しています。 
一方で、データサイエンス共同利用基盤施設において、この研究テーマに関する活動が

始まったのが平成 28 年度になります。それから 3 年間、そして今年度の初めからは、デー

タ同化研究支援センターとして活動を、いろいろ資金などを拡大して再出発しました。以

下にこの 10 年間の研究テーマをいろいろ書いてあります。青い部分は方法志向のプロジェ

クト、オレンジというか赤い部分は応用志向のプロジェクトになります。当初から続いて

いるものはデータ同化理論の構築および方法の開発、さまざまな分野への応用研究を進め

ています。以下は方法志向ですけれども、物理乱数ですとか統計解析システム、並列計算

というような部分、アルゴリズムの開発、クラウドコンピューティングサービスの構築、

可視化のシステムの開発システムですとか、ここはモンテカルロアルゴリズムの開発と応

用という課題を進めています。平成 25 年度あたりから応用志向のプロジェクトが増えまし

て幾つかあるんですけれども、一つとどめておきたいのは気候変動でございます。これは

先ほどリスクセンターへの質問で古井先生からあったものですけれども、これはどちらか

というとわれわれのグループにいるメンバーが国プロとして日本を対象に進めているもの
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です。この時期は「創生プログラム」という国プロがありままして、その 5 年間が終わり、

現在は「統合プログラム」という国プロで貢献しているところです。 
 ここにマテリアルインフォマティクスというのがあります。これは現在ものづくりセン

ターに移りましたけど、この時点ではデータ同化研究開発センターでの活動の 1 つとなっ

ていました。最近では地震活動解析ですとか地理情報、動物空間分布などのプロジェクト

を進めているところです。 
 現在のメンバーがこのくらいになります。先ほどのリスクセンターに比べますとだいぶ

人員は減りまして、教員は 6 人、客員教授、客員准教授、このあたりのメンバーで進めて

います。研究支援員が 2 名です。 
 人員が少ない部分もありますし、他機関との連携状況はこのくらいです。現在 7 機関と

の協定を締結。実際、現在共同研究を進めている研究機関では、基本的に協定を結べると

ころとは全て結んでいるという状況になっているところです。 
 これから研究分野はつまみ食いする形で紹介していきたいと思います。1 つ目はデータ同

化の基礎技術の開発ということです。データ同化はもともと物理的なシミュレーションモ

デルを立脚点としていますので、そのシミュレーションモデルが上等になればなるほど、

高度になればなるほどシミュレーションモデルはあっという間に巨大化してチューニング

ができなくなるという問題がありますので、計算コストを抑えた近似計算法を考える。も

しくはそういう部分で最適な初期値や境界値、もしくは再解析データの作成であるとか観

測システムの設計が可能になるシステムを作るような基盤技術の開発を進めているわけで

ございます。 
 2 つ目は応用研究の例であります。これは真ん中に地球がありまして、ここに人工衛星が

離れて飛んでいると。ここに地球がありますから、端から端まででおよそ 10 万キロメート

ルになります。このあたりを宇宙空間と呼んでいまして、この宇宙空間の現象でオーロラ

や磁気嵐の研究をしているわけですけれども、こういう 10 万キロのものを、1 台の衛星で

見るとしても、本当に一部しか観測できませんから、物理法則を記述するシミュレーショ

ンモデルと人工衛星のデータ、これは一部ですけれども、これを合わせることで全貌を明

らかにするような研究が進んでいるというところです。 
 3 つ目ですが、地震活動解析でこれは最後の日付だけ見ますと、2011 年 3 月 10 日ですか

ら、東日本大震災の直前の 2011 年に関する図です。この色というのは、プレート間の滑り

速度ですから、このあたりで滑っているという図になります。左側の図は、2010 年の 1 年

間、2009 年の 1 年間、2008 年の 1 年間ですけれども、こうやって見ていきますと、この

あたりから滑っているぞというのが分かった。こういう活動、地震活動の解析を進めてい

るところです。 
 4 つ目は、大規模な地理空間データです。これは、ここに東京湾があって、ここに東京駅

がある。これは 3 つどれも同じフォーマットの図ですけれども、住宅の地価、土地の値段

です。土地の値段は何で決まるかを地理的に調べたものになっています。これを見ますと、

東京駅に近ければ近いほど土地は高いと。このあたりを見ると、最寄りの駅から近ければ

近いほど高くなる、そういうグローバルな効果とローカルな効果があることが分かったと

いうことです。 
 最後の紹介です。動物の空間分布のモデリング。これは動物が住んでいるところの環境
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の情報をモデル化することで、どういうところに動物がいるか、そして動いているかとい

うところの空間分布や移動を推定する研究を最近始めたところです。 
 次はシンポジウムの開催実績のリストをずらっと書いてあります。青い文字は連携機関

とのイベントになっています。これは続きです。これが今年度の上半期になっています。

学会でのセッションの開催ですとか、夏期大学院、これは感染症に関するものを主催した

というのが紹介されています。 
 活動特筆事項等として、大型資金は CREST の分担と科研費 A の代表ということで進め

ているものを、大きいものとして紹介しています。プレスリリースはマゼランペンギンに

ついてのもので、これは南アメリカの東側です。ここに大西洋があります。これを見ると、

ペンギンの分布は、雄と雌でだいぶ違って、雌のほうはあまり高緯度のほうに行かないと

いうところが知られていましたが、これは環境的に雌には生きづらい状況であることを示

したというものです。そういうプレスリリースを行いました。 
 そして今後の展望です。これは昨年の国際外部評価で寄せられたコメントに対して、わ

れわれがこんなことをしていますということを書いてあります。1 つ目から見ていきますと、

コメントは、研究トピックを選択せよ。なぜかというと、教員が限られているから、全部

をやることができないから絞ってやりなさいということをコメントしていただきました。

それでわれわれは考えましたが、これまではデータ同化は知られていませんでした、こう

いういい方法もあるんですという広報とかお手伝いをしていましたけれども、それを次の

段階に移しまして、データ同化に関連する手法や、データ同化の結果の解析や手法の開発・

整備に主たる目標を置くことを考えています。このように次の段階に進める理由としては、

基礎的な部分に関しては教科書が、これまでの 10 年余りに発行されましたので、基礎的な

部分はそれぞれのユーザーに、自習を促すことができるということが大きいです。これは

『データ同化入門』、もしくは『データ同化』、どっちも私が関係したものですけど、導入

については自習が可能になりましたから、まずこれを勉強してください。つまり自分たち

がプログラムを初めから書いてあげることはしないという、ちょっと塩対応かもしれませ

んけれども、そのほうが長い目で見ると共同研究を進める上でもいいように最近思います。

ですから、主に共同研究はアドバイスをベースにして、自分では手を動かさない。そうい

うことで、限られた教員であることのデメリットを少しでも軽減しようと。新たな目標と

しては、データ同化に関連する統計モデルを作ることに置こうと思っています。データ同

化の計算結果だとか、あとは重過ぎるシミュレーションモデルにデータ同化するにはどう

すればいいかとか、そういうことを考えることを予定しています。 
 2 つ目のコメントは今後の指針。これは狙いとしては、理研と直接競合しないような独自

の得意分野を持ちなさいということを言われました。これは「進行している」と考えてい

ます。具体的には、われわれは方法の研究が中心であると思っていますから、異なる応用

分野のユーザーを分担者として、われわれが代表のプロジェクトを進めています。われわ

れの方法を直接活かしてくれるようなメンバーを分担者にプロジェクトを進めています。

そういう意味で進行中であるというふうに考えています。直接協力して、われわれの得意

分野を即座に活かしてくれるようなチームを組んでいます。 
 3 つ目ですが、コメントとして教員間のコラボレーション。教員が何人もいます。この国

際外部評価のときには 11 人、現在 6 人ですけど、いずれにせよ教員間のコラボレーション
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をしてはどうか。狙いは、この組織の機能を強化するため、研究のインパクトを。教員が

ばらばらで研究するんではなくて、コラボレーションすることを進められました。それに

対して、解析プログラムのこの教員間の標準化ということを考えています。これは何かと

いいますと、各教員はそれぞれ得意な応用分野を持っているんですけれども、応用分野は

個別であってもばらばらであっても、解析手法は共有、発展が可能である。もちろん統計

はそういう特長がある分野で、そのとおりなんですけれども、それを共有するために何を

するかというと、各教員が開発した解析プログラムをメンバー間で標準化する。それを言

うのは簡単なんですが、現実的なハードルとしては、解析したときに使ったプログラムが

複雑過ぎるため、共有なんて簡単にできない。さらに得意なプログラミング言語は教員に

よってばらばらであると。私は C 言語しか書きませんというふうな人もいるわけです。そ

の場合に、標準化のハードルとしては、まずここをそろえるということで、解析プログラ

ムの標準化、つまり言語をそろえるようなことを考えています。いろいろ解析プログラム

も用意していますけれども、統計解析相談、これはデータサイエンス共同利用基盤施設で、

コンサルティングのような業務をしていますけれども、それぞれの支援内容からこういう

解析方法は非常にニーズが高いところを優先付けして、プログラムの標準化を進めている

ところです。 
 最後のところですが、産業界の連携をもっと進めたらどうか。狙いは大型研究資金を獲

得せよということです。これはそれなりに進行中である 2 件を挙げさせていただきます。

受託研究員の受け入れをしていること。もう一つは、学術指導の受け入れを、今年の 10 月

から民間企業とのもので。データ同化の導入をしたいということですから、私の方針では

まずこの教科書を読んでねと。自習を進めて今順調に進んでいるということです。以上に

なります。ありがとうございました。 
 
【司会】ただ今の説明に関して、コメントもしくはご質問がありましたらよろしくお願い

します。 
【伊藤顧問】質問ですが、先ほど所長から、データサイエンス共同利用基盤施設のほうに、

データ同化のチームがかなり移ったという話があったと思いますが、そこの組織と、先生

のところの NOE と､今どういう関係になっているんですか。 
【山下教授】先ほど申しましたように、NOE＝センターではなくてという話の続きです。

それで、センターがこの中につくられるのではなくて、DS 施設のほうにセンターごと移っ

てしまったイメージと考えていただければいいのかなと思います。 
【伊藤顧問】分かりました。そうすると、実態は隣の建物のほうでやっているということ

になるのですか。 
【山下教授】どちらかというと、名目が隣の建物に移ってしまって、実態としてはこちら

に残っているというほうが正しいイメージかなというふうには思います。 
【上野教授】隣の建物で活動するのが正しい姿ですが、われわれは特にスーパーコンピュ

ータを使った研究をしていますので、この建物からでないと直接アクセスができないとい

うことで、間借りをして DS 施設の活動をしているという形になっています。 
【伊藤顧問】そのあたりは共同利用基盤施設のほうに移っているのであれば、次世代シミ

ュレーション NOE としてはデータ同化のさらなる発展とか、次の何かというのがあるかと
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思ったのですが、そうではなくて、今は場所を間借りしたような形になっていて、前から

やられているデータ同化技術をさらに深めるというのはこれからもこの NOE であるとい

う、そういう整理ですね。 
【山下教授】場所だけではなくて予算的にも間借りしているという部分があって、DS 施設

からこの研究活動に対してお金を頂けるというのは、研究所全体の活動にとっても大変あ

りがたいということで、そういう話だとご理解いただければ。 
【伊藤顧問】分かりました。そうしますと、そういうふうに 4 つでしたか、研究所が一緒

になっているところで、そういう一つ上のところにいったとすると、普通に考えるとそこ

で効率化が行われているはずだから、こちら側でやる研究は新たなことをやるべきではな

いかと思ったのですけれども、それは難しいことですか。 
【山下教授】私でいいですか。この名前に注目していただきたいんですけれども、データ

同化センターが移ったところを、データ同化研究支援センターという支援の 2 文字が付い

た。この支援の 2 文字が付いたことによって、自分たちの研究だけではなくて、データ同

化を他分野でも生かしてくれというようなミッションが付いたというふうに認識しており

ます。 
【伊藤顧問】そうしますと逆に、そこを通して新たな課題、面白い課題というのが入って

くるというチャンスが増えたと考えてよろしいのでしょうか。 
【上野教授】この DS 施設での活動の中心は、主に研究の相談受付、こういうふうにしたら

いいですというアドバイスを受付ける窓口として、そこを主たる活動の入り口としていま

す。統数研内のセンターから、DS 施設のセンターとなったために、研究相談の先がいろい

ろバラエティーに富んできました。もう一つは、DS 施設のセンターでは統数研以外の国立

極地研究所、もしくは遺伝研のメンバーがおりますから、各分野の統計ユーザーとしてこ

ういうものがあったらいいな、というようなディスカッションだとかをすることで、より

現場に近いような活動を進めるための活動を進めているということになります。 
【伊藤顧問】研究テーマにそういう面白いテーマを選んでやるということで、メリットが

結構あるということですね。1 点、これはコメントですけれども、私のところもいろんな企

業から相談が来るのですけれども、支援センターというと支援しなきゃいけないというの

がたぶんあると思います。ですが、自分で考えればすぐに分かるような課題まで持ち込ま

れても困るわけで、できれば面白いというか、やって本当にお互いに意味のあるものだけ

支援できるような仕組みをうまく作っておかないと、なんでもかんでもやりますという御

用聞きみたいになると大変なことになります。まだ始まったばかりだと思うので、今の段

階で早めにそこは整理するような仕組みを作っておいたほうがよろしいかと思います。 
【上野教授】ありがとうございます。御用聞きというお話がありましたけれど、原則は初

回のみ無料で、2 回目以降は有料です。有料というのは何か書類を書いてくださいとか、分

担者に入れてくださいとか、そういうお金をつくるようなもの。見返りがないと話を聞き

ませんという形を取っています。初回以前にメールでこういう相談がありますという問い

合わせがあるんですが、それを受けて面談を、コンタクトを取るんですが、メールの時点

であなたはちょっと違いますよということで、そこでハードルを作っていることもありま

す。原則は初回無料ということで、双方やる気があれば続けることはできますが、継続は

有料というスクリーニングをしている形になっています。 
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【司会】他にいかがでしょうか。 
【蒲地顧問】確かに支援センターとすると、例えば海洋モデルと数値天気予報モデルを提

供したときに、よく気象庁でもあったのはシェルスクリプトが書けないのでそれをいただ

けないでしょうか、とか、変数名がわからないとかがありました。今のスクリーニングは

非常にいいことだと思います。私の質問というか意見なんですが、最後のほうで国際外部

評価委員会のコメントの 2 番目のところ、今後の指針の 14 ページの下のほうのコメントな

んですけど、これはこれに従う必要があると私は基本的には思えない。なぜなら、研究を

やっているんで、理研と直接競合しないというような分野というかそういうので、何も自

分を狭める必要はないと思うんです。理研ではデータ同化と言いましても、三好建正さん

という方がいらっしゃって、アンサンブルカルマンフィルタという手法を使っているんで

すね。それを用いて集中豪雨を対象にした研究であって、上野さんのところがされている

ような（例えば結合同化のような）手法と対象とする現象はまた違うんです。それから、

テーマとしてそれが天気予報とか極端な降雨現象とか、そういうので応用できるようなこ

とであれば粒子フィルタを使ったっていいし変分法を使ったっていいと思うんです。この

コメントは非常にひどいなというのが私の意見です。あと、独自の得意分野というと、実

はその理研の方も変わりつつあるんで、例えば三好さんの先生の Eugenia Kalnay なんかは、

結合同化はアンサンブルカルマンフィルタでできますとおっしゃったりして、向こうもバ

ッティングするとか何も考えずにやっている。研究をやる上で何も直接競合しない分野を

やるべきというような、そういうコメントを出すほうが私はおかしいとは思いますが、こ

のような回答でしょうがないのかなと。だから頑張ってくださいという応援です。 
【上野教授】海洋モデルを持たれた方も研究相談に来たことがありました。 
【蒲地顧問】そうですか。 
【司会】いかがでしょうか。時間が押していますんで次に進めさせていただければという

ふうに思います。 
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● 調査科学 NOE 活動紹介 

【司会】3 つ目は調査科学 NOE です。調査科学 NOE の中核であります、調査科学グルー

プの准教授の前田よりご説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 
 
【前田准教授】調査科学 NOE のリーダーを務めております前田と申します。 
調査科学 NOE でございますけれども、どういう趣旨で活動しているかと申しますと、60

年以上にわたる日本人の国民性調査や、それから発展しました意識の国際比較調査を中心

として、統計科学的な調査データの収集方法および解析方法についての研究を展開し、そ

のような研究を通じまして実証的データに基づいた学術研究の推進、政策立案の基礎情報

の提供という部分での社会貢献を目指して活動を続けてまいりました。 
先ほどのデータ同化の場合と同様のことなのですが、調査科学研究センターは、一足先

にデータサイエンス共同利用基盤施設への発展的な移行がございまして、現在では調査科

学研究センターというものはなくなっております。統数研側に残っている NOE の活動とい

たしましては、ネットワーク形成を通じた社会調査法研究のハブ機関としての役割を中心

に活動するということを目指しています。その役割をといったものを少し切り分けて考え

て、2 つのセンターとグループ組織で活動しているというような形になります。 
 調査科学 NOE の歴史でございますけれども、2007 年度の途中には、その当時ございま

した新機軸創発センターの中の社会調査情報集積プロジェクトというのが一つの母体とな

りました。実は先ほどの所長の話もありましたが、2010 年度中に NOE センターが 3 つ設

立され、当初のオリジナルスリーの中の一つのセンターとして調査科学研究センターが発

足いたしまして、吉野諒三センター長の下で活動を開始いたしました。複数のプロジェク

トがございますが、その中に先ほど少し言及しました日本人の国民性調査や国民性の国際

比較といったプロジェクト、その他幾つかのプロジェクトが走っておりました。2017 年 1
月 31 日をもって調査科学研究センターは廃止されまして、その機能の一部分を調査科学グ

ループ、データ科学研究系という基幹研究系の中に置かれているグループが担いまして、

こちらはデータの取得、それに関する方法論研究とか、あるいはそれの普及と社会調査に

関わる教育・啓発を中心に活動するということを目指すようになりました。他方、データ

サイエンス共同利用基盤施設におきまして、社会データ構造化センターができました。こ

れはわれわれのセンターだけではなくて、他にリスク解析戦略研究センターのうちの公的

ミクログループと呼ばれるグループ、先ほどリスクセンターの山下センター長からご紹介

があったグループの一部ですが、そのグループが参画していること、それから機構本部の

直下に置かれていた新領域融合研究センターのリサーチコモンズ活動の中からもソーシャ

ル・ビッグデータグループが参画しセンターの母体になりました。データサイエンス共同

利用基盤施設の社会データ構造化センター側では、社会調査データの公開とか、データの

共同利用に伴って生じる様々な問題についての研究と事業を行っている。このようなすみ

分けになっております。 
 従いまして、調査科学 NOE は、データ科学研究系の中にそのグループが置かれて、私が

今リーダーを務めておりますけれども、教員は准教授 2 人、それから特任助教 3 人という

ような形になっております。支援員は 1 名います。客員が今年度は計 7 名ということです

けれども、比較的多くの先生に客員をお願いして、特に社会調査の専門性の高い先生がた
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に、共同研究とか教育の面でのご協力をいただいているという体制になっております。実

はこの上に 1 人教授がいたんですけれども、この 9 月末で退職していまして、現在では私

がリーダーを務める形になっております。 
 連携協定としましては、いずれも NOE 型の協力協定を結んでいるということでございま

して、12 月現在 8 機関と協定を締結しています。うち 2 つは韓国の調査研究学会と、それ

からソンギュングァン(Sungkyunkwan)大学の調査科学センターということで、国際的な連

携も進めています。また、最初の 2 つ（大阪大学人間科学研究科および国立国語研究所）

は、実際の社会調査のプロジェクトを一緒に進めるということから協力関係が始まったと

いうことになっています。 
 幾つかのプロジェクトが走っております。国民性調査、意識の国際比較調査の他に、連

携研修調査といいまして、大学等の研究機関に所属する若手の大学院生、あるいは若手研

究者に、実際の社会調査に参画する機会を提供するというような形で、そこで社会調査の

ノウハウを実地で学んでもらうというようなプロジェクトもございますし、社会調査で得

られるようなさまざまな結果から、それをどう活用していくかについて普及・啓発するた

めのプロジェクトというようなことも進めています。その中の、少し分かりやすい話と考

えまして、国民性調査のプロジェクトについて少しご紹介させていただきたいと思います。 
 日本人の国民性調査は、継続社会調査と呼ばれるプロジェクトでございまして、実際に

は本体調査というのを 5 年に 1 度実施しております。開始したのは 1953 年、昭和 28 年で

ございまして、5 年に 1 度継続してきておりますので、2018 年まで 14 回の実績があるとい

うような継続社会調査でございます。継続社会調査というのは、基本的には調査の実施方

法や調査項目などをなるべく同一にして調査を繰り返すという形で続けられてきているも

のなんですけれども、調査の方法、項目を変えないということがとても重要です。なぜ同

じ調査方法、同じ調査項目で継続しているのかということを、次の例で簡単に紹介したい

と思います。実は調査方法を変えると、結果が全然変わってしまうということがあるから

です。これは国民性調査の中でも使われている、選挙への関心に関する質問項目なのです

が、「あなたは衆議院の総選挙があるとき、普通はどうしますか」という質問を、2 つの調

査方法で調査しています。一つは面接法といいまして、調査員が訪ねていって、相手から

直接回答を聞き取ってくるやり方。2 つ目は留置法といいまして、調査票を相手に託して、

自分で記入してきていただき、記入した後で返却していただくという方法です。「なにをお

いても投票する」という非常に積極的な回答は、面接調査では 44.6％ですが、留置法では

31.9％。13 ポイントも結果が違います。つまりこれは調査方法が違うと、調査結果は全く

違ってしまうということで、逆に言うと日本人の国民性調査は面接調査でずっと続けてい

ていますので、この方法を簡単に変えることはできないということです。例えば留置法の

ほうが実は最近は回収率がよくていい方法だといわれているのですが、留置法に変えて調

査をすることはできないのです。なぜかというと、調査方法を変えたら結果が変わってし

まうからです。方法を変えてしまうと、結果の違いは、日本人の意見が変化したのか、方

法を変えたことが原因なのかがつかめなくなってしまいます。このグラフに示された結果

は、面接と留置という方法以外は全く同じやり方で調査をしていますが、このような結果

になる。これは男性でも女性でも、このような結果は、違いが出てしまうということでご

ざいます。 
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 なぜ長期にわたってこのプロジェクトを続けてきたかということですが、もちろん日本

人の意見の変化を知るということがとても重要です。これらは政策立案に関する基礎資料

としても使っていただけるようなものだと思います。 
例えばこんな質問がございます。「子どもがないときは、たとえ血のつながりのない他人

の子どもでも養子にもらって家を継がせたほうがよいと思いますか、それとも継がせる必

要はないと思いますか？」選択肢は、継がせたほうがよい、継がせなくてもよい、意味が

ない、あるいは場合によるというような回答なのですが、1953 年の調査では、74％の方が

継がせるという選択をいたしました。継がせなくてよいという人は 16％しかいなかったん

ですが、調査回を重ねるに従って、最新調査のところまで示していませんけれども、継が

せるというのは少数派になりまして、継がせないという意見が 6 割弱。つまり、日本の伝

統的な家制度、長男に継がせたいという伝統的な家制度というそういう価値観は、過去 60
年の間に急速に薄れていったということが分かるかと思います。 
 もう一つ、これも大きく変化した調査項目の例をご紹介します。これは、「あなたはもう

一度生まれ変わるとしたら男に生まれ変わりたいですか、女に生まれ変わりたいですか？」

というもので、この質問に対する女性の回答です。これは 53 年の調査ではなくて 58 年か

ら質問の使用が始まっていますが、1958 年の女性は 6 割以上の方が男に生まれ変わりたい

と答えました。女に生まれ変わりたいは 3 割以下。これが時間を経るに従って、女に生ま

れ変わりたいが 7 割超ということでございます。50 年前に比べて女性が生きやすい社会に

なって、女に生まれ変わりたいというふうに答える女性が増えたということだと思います

けれども、これは国民性調査の中でも意見が大きく変わった項目の一つの例です。ちなみ

に男性はずっと 9 割前後男に生まれ変わりたいで、女は変わったけど男は変わらないとい

うのが、この項目の一つの面白いところかなと思っております。 
 ちなみにこれは「宗教を信じるか？」という質問ですが、多少でこぼこもあるのですが、

日本人の大体 3 割前後の方が信じているというようなことを答えていました。信じていな

い方が 7 割前後です。 
今 3 つの調査項目をご紹介しました。この背後に書かれている社会の変化ということに

ついての一つの情報を、これらの項目の中から取り出すということを考えることにします。

この宗教に関わる意識の数字の安定は、実は背後には時代的な効果があまりないというこ

とと、多少の世代の効果というものが観察されます。世代というは生まれ年の意味です。

生まれ年が古いとか新しいという違いで、古い世代の人たちのほうが宗教を信じていると

いう形での世代の効果があります。しかしながら、特徴的なのはこの項目の場合、日本人

には年齢の効果がございまして、いつの時代も高齢の方ほど宗教を信じる。つまり、この

数字の安定の背後には、弱いコウホートの効果と年齢の効果が入っている。これは統計モ

デル、赤池のベイズ型のモデルを利用し、OB の中村隆が開発したベイズ型のコウホートモ

デルというものによって初めて取り出される情報なのです。われわれの研究は、この調査

を続けることを通じて、先ほど調査法について面接法と留置法の違いということを申しま

したけれど、調査方法の研究であるとか、この調査項目の分析によって調査データから情

報を取り出すといった統計モデル・統計手法の開発のところも、視野に入れて活動してい

るということでございます。先ほどの女性が女に生まれ変わりたい効果ですけれども、こ

れは世代の効果とか年齢の効果とかではなくて、時代の効果ということが分かっていまし
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て、時代の変遷とともに女性がおしなべて女性に生まれ変わりたいというふうに回答する

ようになったということが分かりました。この話を紹介させていただいたのは、この調査

科学研究の使命というようなことについて少しまとめたかったからです。 
ここはシンポジウムの開催実績ですが、2018 年度は調査の実施などがありまして忙しか

った年だったので、あまりたくさんのことができませんでした。例えば教育というような

ことを考えてみますと、学生向けの訪問プログラムを受入れて講演をしたり、というよう

なことがございました。実際には連携先を含めての活動がこの先調査科学 NOE の重要なと

ころになってくると考えますが、歴史的には、例えば 2010 年に大阪大学との MOU を始め

たときに、このような連携協定を結ばせていただきました。このプロジェクトはその後発

展しまして、客員教授をしている吉川徹大阪大学教授が代表を務める SSP プロジェクト、

社会学の中で比較的高くされている調査のプロジェクトですが、その母体になるような活

動になりました。2011 年では、お隣にあります国立国語研究所との共同の調査である、鶴

岡市の言語調査というようなことも行いました。2018 年ですが、MOU を結んだソンギュ

ングァン大学と調査科学研究センターと協力した活動もしたということでございます。 
 外部資金の獲得などがございますけれども、昨年度のいいニュースとしては、若手の特

任助教が、論文とそれから大会の発表という 2 つで受賞したということがございます。2018
年の秋にした国民性調査についてのプレスリリースは若干遅れていまして、来年にずれ込

んでしまう見込みですが、そのような頭出しとして立川楽市というイベントで国民性調査

を紹介するというようなことがございました。また、昨年度の特筆すべき事項として、本

グループの朴准教授が立川氏のアカデミックアドバイザーに就任したということがござい

ます。これはある意味市政に対するさまざまな意見を学術的な立場から提供することによ

って、政策の立案に貢献するというような活動につながっていくかと思います。 
 今後の展望です。センターとしての母体は統数研の中になくなりましたけれども、DS 施

設のほうの社会データ構造化センターとうまく協力しまして、社会データ構造化センター

として社会調査データの公開と共同利用の推進と、あるいは調査の質の向上のための研究

者支援活動等を行いたい。他方、調査科学 NOE は、社会調査に関わるネットワーク形成、

教育等への貢献によって後継者を育成したり、方法論研究そのものを続けるということを

通じて、調査科学の発展に寄与していきたいというふうに考えている次第でございます。

これを出すのは若干ためらわれたのですが、調査研究を通じて EBPM、政策研究への調査

を通じた貢献ということも少し考えていきたくて、実際自治体との協力関係というのは各

教員が積極的に参画しているところでございます。紹介は以上でございます。 
 
【司会】ただ今の説明に対して、ご意見は。今田先生、よろしくお願いいたします。 
【今田顧問】統数研でこのセクションはマイナーで研究員も少なくて、やるのは大変だろ

うと思いますが、人文社会科学系、特に社会科学系では、統数研といえば「国民性調査」

という反応が返ってくるほど知名度の高い調査を実施してきておられる。ところが、一般

向けに、日本の国民性はこうですよといってなるほどと理解してもらえるような出版物が

ないんですね。なぜそうなのかというのがちょっと気になっています。これだけの調査デ

ータの蓄積があるのであれば、特に人文社会系は理系と違って、もの作りやソフトウェア

開発といった成果を出せるものじゃないので、こういうデータ結果を解釈して、日本の国
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民性はこうだからこういう方向で政治も社会も考えていく必要があるという提言を出すよ

うな努力を、ここいらで本格的にやらないと、あとが持たないんじゃないかという印象を

持っているのですが、何かそういうプランはありますか。 
【前田准教授】ある出版社とお話をさせていただいておりまして、一つは基礎的な結果の

部分を 1 冊にまとめ、もう一つは、社会学等の実質科学分野で専門的に活動される先生が

たに今まで以上に協力いただいて、具体的な提言につながるような成果を挙げていただく、

分析面でも外部の先生に手伝っていただきながら成果を公表していくという、2 本立ての方

向性で考えていきたいというふうには考えています。これは 1 年以内というわけにはいか

ないんですが、そう遠くない将来に実現したいということを今考えているところでありま

す。 
【今田顧問】それともう一つあるのですが、今 e-Stat で、政府もいろいろデータ公開をや

っていますよね。私の印象では、国民性調査はパブリックに自由に使えるようにはまだな

っていませんね。そういう方向へ向けた計画は、社会データ構造化センターで行う予定な

のでしょうか？ 
【前田准教授】はい。社会データ構造化センターの活動は先ほど（顧問の）伊藤先生が少

しコメントを下さったように、まず公開するデータは身近な研究者から使っていただく。

それによって問題点を洗い出して、より使いやすい形で広く公開していく。こういう 2 段

階の公開の進め方を考えています。実際に社会データ構造化センターでは共同研究の形で

少しずつ使い始めていただいています。 
【今田顧問】一般の研究者も使えるようになると、これを使っていろんなことを言ってく

れるんで、効果は出てくると思います。 
【前田准教授】データの公開は非常に重要な課題だと考えています。 
【伊藤顧問】貴重なデータが集まっているというふうに感じたのですけれども、その活用

法についてご参考までに申し上げたいのですが、統数研で自らドキュメントを作ることな

どはできると思うのですが、それを使った最後のところ、例えば EBPM まで持っていくと

いうのはなかなか大変だろうと正直思います。一方で、JST の CRDS では、科学技術の面

であればデータを自分で集めていろんな提言を出しています。実は次の科学技術基本計画

が人文科学、社会科学も対象とすることなったこともあって、CRDS も人文科学、社会科

学に対してどうやっていくかと今考えているところです。いちから CRDS がデータを取る

よりも先生のところにはすでにデータがあるので、これを向こうへ持っていくような形で、

JST の CRDS と連携することによって、統数研-JST で提言を出していくというのもあるの

ではないかと思います。 
【前田准教授】ありがとうございます。 
【古井顧問】私のような素人が申し上げるのはどうかと思うんですけど、調査された結果

と、それから本人が実際している行動というのは違いますよね。そういった観点からのご

研究というのは、例えば政策決定にするためにはやっぱり実際どうかということが大事だ

と思うんですけれども、そういうことについては研究されていらっしゃいますか。 
【前田准教授】国民性調査に直接そのテーマを取り込んでいるということはございません

けれども、社会環境の中での個人の意識や行動という枠組みで捉えることは必要だと思い

ます。例えばわれわれのこの先の研究テーマとして大事なのは、例えば組織の中の個人と
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いうことの研究が一つのテーマになります。個人と同時に組織も評価対象とするというこ

とで実際の、組織の中で個人が何を考えているかというのを、両面からの研究をしていく

というアプローチは、実はとても調査科学らしい研究、組織科学の研究の中で方向の一つ

になっていると思います。例えばそういったものの中にヒントが含まれているかなという

のがございまして、実質的な研究とともにそういうような形の組織調査をどのように的確

に行うかということの方法面での研究を進めたることも必要です。例えばそのようなこと

を調査科学 NOE の目標の一つに掲げたいというふうに考えています。 
【古井顧問】例えばトランプに投票すると言っている人と、実際投票している人は違うわ

けですよね。 
【前田准教授】アメリカの事例はちょっと存じませんけれども、答えは「はい」だと思い

ます。 
【古井顧問】同じようなことが日本でもきっとあると思うんです。私は具体的なことは知

りませんが。それは結構そういうことが組織に関わらず政策決定には大事なのかなという

気がしました。 
【前田准教授】コメントありがとうございます。基本的におっしゃるとおりだと思います。 
【関根顧問】EBPM とかでは、最近ですと因果推論といった手法が結構使われていると思

うのですけれども、この分野に参入していこうとは、あまり思っていないということでし

ょうか。はやりものというのでしょうか、因果推論の手法は企業でもかなり実装が進んで

いますし、EBPM 上も大変重要だと思います。 
【前田准教授】他のセンターにそういう形の因果律推論に関する研究をしているスタッフ

などもいれば、そういう方たちとも何か別のプロジェクト、あるいは客員の先生に何かお

願いするということは、もちろん視野には入るとは思うんですが、現時点で担当できるス

タッフがいるという状態ではございません。 
【今田顧問】エールを送るためにコメントをしますけれども、もう少しスタッフが充実す

るといろいろできると思うんです。現在、データサイエンスの分野ではいわゆるビッグデ

ータ分析や計算社会科学も出てきていますし、Web 調査の可能性等、いろんな試みが社会

科学系で出てきています。現状の研究員ではこれらの流れにとても対応しきれないという

面があって、統数研が調査、データ科学でサバイバルしていく上で、文系、社会科学系が

きちんと力を付けていくことが大事だと思います。シミュレーションにしたって、きょう

有益なお話がありましたけど、エージェントベースで意思決定する主体を取り込んだシミ

ュレーションが今中心になりつつありますよね。特に人間社会をモデル化するに際して、

こうした手法をどんどん入れていくために、社会科学的な人材と設備がもう少し充実でき

るといいと思うのです。これは希望ですが。 
【前田准教授】はい。エールをありがとうございました。おっしゃるとおりだと思います。 
 
【司会】いかがでしょうか。ちょっと時間が押していますので、ここでご質問を打ち切ら

せていただきます。次は休憩時間ということで、顧問の先生がたには所長応接室のほうに

ご移動いただきます。施設見学については、準備でき次第ご案内を入れさせていただきま

すのでよろしくお願いいたします。 
所内のメンバーについては、写真撮影に集まってください。指定時間に南玄関のほうの
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ところにお集まりいただければと思います。それでは休憩時間ということでご移動をお願

いいたします。 
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● スライド
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● 統計的機械学習 NOE 活動紹介 

【司会】それでは NOE 顧問会議を再開させていただきます。残り 3 つの NOE のご紹介で

す。次の NOE は統計的機械学習 NOE です。統計的機械学習研究センター長兼教授の福水

よりご紹介いたします。よろしくお願いいたします。 
 
【福水教授】統計的機械学習研究センターのセンター長をしています福水です。センター

の活動に関してご説明させていただきます。機械学習という言葉は今では極めてポピュラ

ーになりつつありますけれども、一応われわれは機械学習というのを、データからの推論

を扱う統計科学、これは統計数理研究所の中心的な分野ですけれども、それともう一つ、

アルゴリズムを扱う計算機科学、アルゴリズムあるいは最適化といったような、そういう

計算機科学に関わるようなもの 2 つを基盤とする分野だというふうに捉えております。そ

して、何より今非常に隆盛を極めています人工知能という分野の方法的な基盤の技術を与

えている分野になっております。応用分野は非常に多岐にわたっております。ここでは省

略しますけど、後でプロジェクトなどでまたご紹介いたします。 
われわれの NOE は 2012 年の 1 月に発足しましたけれども、その活動としては一貫して

この 4 つの柱というものを掲げております。順番にご紹介いたしますと、一つはわれわれ

が研究のハブとなるためには、まずは自ら高いレベルの研究をしていきたいということで、

研究プロジェクトの推進ということを掲げております。それから、NOE 的活動といたしま

して、諸機関との協定締結と、それに基づく自主的な共同研究の推進ということに注力を

しております。特にわれわれの NOE に特徴的なのは、国際連携を極めて積極的に進めてお

りまして、多くの国際的な研究機関と、MOU に基づく共同研究というものを推進し、また

ワークショップ等の共同開催というものを行っております。それから、これも NOE 的活動

としまして、特に国内の機械学習のコミュニティに対する貢献というのをしていきたいと

いうことを考えております。例えばワークショップの開催のお手伝い等をたくさん行って

おります。 
 これがその NOE が始まってからのプロジェクトの変遷を表しています。そんなに大きく

変わっておりませんけれども、幾つかはなくなり、幾つかは新しく増えたもの、現状では 8
つのプロジェクトを推進しております。これは後でまたお話しいたします。 
 人員構成ですけれども、私がセンター長、それから松井副センター長他、教員としては

16 名所属しております。それから特任教員、研究員合わせて 5 名おります。客員教員が 14
名所属しておりまして、あとは支援員 2 名という、こういう体制で活動を進めております。 
 これがその他機関との連携状況ですけれども、現状としては 21 機関と協定締結を結び、

連携をしております。先ほど申しましたように、われわれは国際連携ということを非常に

強く推進しておりまして、21 機関中 15 機関が海外の機関との連携協定になっております。

ヨーロッパ、アジア、北米は少し数が少なくなってしまうんですけれども、そういった海

外の機関と協定を結んで共同研究を推進しております。 
 それから、具体的なプロジェクトに関して簡単にご紹介したいと思います。2 枚にわたっ

て 8 つのプロジェクトをご紹介しますけれども、大きく分けて理論と方法に関わるところ、

それから 2 枚目は方法と応用に関わるところというふうにまとめてございます。 
 1 つ目の理論と方法ですが、4 つプロジェクトが挙がっておりますけれども、甘利俊一先
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生が提唱された情報幾何というものが、独自というわけでもないんですけど日本で提唱さ

れた概念としてございまして、日本には研究者がたくさんいます。そういった特徴を活か

しまして、情報幾何に関するプロジェクト、これは江口先生がグループリーダーになって

推進されています。それから 2 つ目はマシンラーニングの一つの大きな方法です。カーネ

ル法と呼ばれている方法がございますけれども、それに関するプロジェクトというのを、

私がプロジェクトリーダーになって推進しております。それから 3 つ目は最適化に関する

プロジェクト、これは伊藤副所長がプロジェクトリーダーになって推進しています。機械

学習は、先ほどアルゴリズム、あるいは最適化みたいなものが非常に基盤になっていると

いうお話がありましたが、統計数理研究所は統計の研究所ではありますけれども、発足当

時から OR あるいは最適化と呼ばれている分野の研究を一貫して続けておりまして、一つ

の大きな特徴になっていると考えています。今の機械学習の技術というのは最適化の技術

に非常に大きく依存しておりまして、重要な分野として最適化推論プロジェクトというも

のを掲げております。4 番目は、これは少し新しい分野としまして、位相的データ解析とい

う、数学で言うところのトポロジーを使ったデータ解析というものが、最近いろんな分野

で注目を浴びておりまして、CREST のグラントに関係して、これは私がプロジェクトリー

ダーになってプロジェクトを一つやっております。 
 2 枚目のプロジェクトに関するスライドは、方法と応用の、より応用に根差したプロジェ

クトになりますけれども、一つは松井副センター長がプロジェクトリーダーをしています

マルチメディアデータの判別予測と解析ということで、音声や音楽、映像、テキスト、そ

ういったいろいろなマルチメディアデータからの情報発見、情報抽出といったものをター

ゲットにしたプロジェクトがあります。それから、もう少し特別な分野への応用としまし

て、脳神経データ解析への機械学習の応用というプロジェクトを、小山准教授が中心にな

って進めております。それからスパースモデリングと呼ばれている、少数の変数で何かを

説明するという、比較的この 10年ぐらい、大きく発展した統計の方法がありますけれども、

それに関する方法と応用に関するプロジェクトというものを、藤澤先生がプロジェクトリ

ーダーになって進めております。これは、実は天文データに応用して、非常にいろんな成

果を挙げておりますが、後で少しお話しします。それから最後、8 つ目は、やはりこれも松

井副センター長がプロジェクトリーダーなんですけれども、都市インテリジェンス研究プ

ロジェクトというタイトルで、都市のレジリエンスということを考えて、さまざまな研究

テーマを研究するプロジェクトというのを推進しております。 
 これはワークショップ開催、あるいは連携機関との交流に関する情報ですけれども、冒

頭にお話ししたように、われわれは国際連携というものを非常に活発に行っていまして、

海外との連携機関と共同でワークショップ開催というものをたくさん行っております。し

かも継続していろいろな形で行っておりまして、例えばこれは九大 IMI、それから統数研、

Zuse Institute in Berlin という最適化に関わる 3 つの機関が継続して、3 回目、4 回目とあ

りますけれども、ワークショップを行っております。それから、HW-UoE、これは大学の

名前の略称なんですけれども、これはイギリスの大学との連携に基づいたワークショップ

で、これも、松井先生やセンターの先生たちと継続したワークショップ開催を行っており

ます。 
それから、後で少しお話ししますけれども、University College London、これもイギリス
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の大学ですけれども、こことも連携を結んでおりまして、継続したワークショップ開催と

いうのを何年も行っています。それからその他、後で少しお話ししますけれども、これも

イギリス Bristol 大学の Jean Golding Institute というデータサイエンスに関する研究所と

ジョイントワークショップを今年から始めたりしております。 
国内では機械学習分野最大のワークショップであります情報論的学習理論ワークショッ

プ IBIS と呼ばれているワークショップの共催を長く続けております。そういった形で、共

同でのワークショップ開催、共同での研究ということを積極的に推進しております。 
 連携機関との共同の具体的な取り組みに関して、2 つお話ししたいと思います。一つは

Bristol 大学、これは最近始めたものですのでご紹介したいと思いますけれども、Bristol
大学の中に Jean Golding Institute と呼ばれている研究所があるんですけれども、これは比

較的新しい研究所で、Jean Golding という疫学の研究者の名前を付けた、Bristol 大学の中

のデータサイエンスに関する中心的組織でして、イギリスは今データサイエンスに関する

予算というのを、Alan-Turing Institute というところが非常に大きく担っておりまして、

幾つかの大学の中に入っているんですけれども、Bristol 大学もそのメンバーの一つでして、

そことのリエゾンも務めるような、Bristol 大学の中の組織になっております。ここに以前、

統計的機械学習センターで特任助教をしていたSong Liuという者が今正規の助教として勤

めておりまして、提携を結ぼうという話になりまして、MOU を結びまして、実質的に共同

ワークショップをして、共同研究のトリガーにしようと、今年度から活動を開始しており

ます。Bristol 大学にはマシンラーニングの研究者で極めて有名な Peter Flach などもおり

まして、マシンラーニングのトップジャーナルの Editor-in-Chief をしている方なんですけ

れども、こういった方が参加して、5 月に Bristol 大で共同ワークショップをしました。2
回目を、来年の 9 月に統数研で行う予定で、その開催計画を今行っているところです。そ

れで共同研究、あるいはワークショップ開催のためのグラントも双方で出したり、こうい

う活動を行っております。これは Bristol 大学のホームページでこれは統数研の写真ですけ

れども、こういったふうにアナウンスをしていただいています。 
 それから 2 つ目の取り組みとしまして、これもイギリスなんですけれども、University 
College London、特にその中でも Gatsby Computational Neuroscience Unit というところ

に機械学習のグループが幾つかございまして、そこのグループリーダーであります Arthur 
Gretton 教授と非常に長いお付き合いがありまして、彼と私が中心になって、何年前か忘れ

ましたけれども、かなり長い間共同でワークショップを行っております。少なくとも 5～6
回は行っているという形です。ワークショップを行うだけじゃなくて、例えば学生さんの

相互派遣などを行って、自主的な共同研究というのを行って、それに基づく論文というの

をたくさん書いております。その中の一つが、機械学習分野でのトップオブザトップの国

際会議なんですけれども、NIPS という国際会議で 2 年前に Best Paper Award を取ってお

ります。これがそのときの写真です。それから、Arthur Gretton との付き合いというのは

非常に大きかったんですけれども、その弟子たちがもう既にいろんな大学で活躍をしてお

りまして、そういった弟子たち、あるいは今の学生さん、そういったいろんな方を巻き込

んだ形での共同研究というものに発展しております。私の元学生も、共同研究を継続して

行ったりしています。 
 それから、これがグラントとしては CREST が現状 3 件、さきがけ 2 件、NEDO1 件、そ
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れからプレスリリースとしていろいろありますけど、特筆すべきものとしては国際数学者

会議という 4 年に 1 回あるフィールズ賞なんかが授与されるような、数学の分野での極め

て大きい国際会議がありますけれども、昨年、幾つかの研究機関を選んでビデオ放映を会

場でやるというイベントを企画しておりまして、その中の一つに私たち機械学習センター

を選んでいただきまして、ビデオを作って会場放映されました。YouTube でも見られます

ので、もし興味があればご覧になっていただければと思います。受賞等いろいろとありま

すけれども、これは省略します。 
 それから、研究成果という意味で、一番特筆すべき成果といいますか、ご紹介したいと

思います。これはセンターの成果というとちょっとおこがましいかと思いますけれども、

センターに所属する池田先生は、スパースモデリングのプロジェクトを主力でやっていた

だいている先生ですけれども、今年の 4 月にブラックホール撮像というのを記者会見が行

われたというのは皆さんご存じかと思うんですが、幾つかの国で共同で研究を進めたもの

ですけれども、その日本のメンバーの主力メンバーとして池田先生が参画しておりまして、

唯一データサイエンス側の研究者です。この復元にはスパースモデリングというのは極め

て本質的な役割を果たしています。その理論的といいますか方法的な支柱になっているの

が池田先生です。もちろんデータを取るときもものすごく難しいんですけれども、その後

のこの絵を出すということには池田先生が極めて本質的なコントリビューションをされて

います。記者会見の会場にもいらっしゃいました。基礎物理学ブレークスルー賞というの

を受賞しております。それから、伊藤副所長が冒頭にお話ししましたけれども、池田先生

のこういったご活躍がベースになって、天文台と協定を結んで、天文台が採用して、統数

研で 5 年間勤務するという、データサイエンスを使用しにくる形の人事というものが行わ

れております。 
 それから最後に今後の展望なんですけれども、外部評価で指摘されたものを 3 点挙げて

ございます。これまでの研究に過度にとらわれないように自問してほしい。それから、機

械学習分野は深層学習にシフトしているが、統数研は自己のアイデンティティを追求する

ことが重要である。それから最後に、15 名の教員の成果として相当以上の成果が出ている

が、それにふさわしい国際的な認知度を獲得してほしい。特に 100 名を超える理研 AIP の

陰に隠れないようにしてほしい、という話です。過去の研究にとらわれないでほしいとい

うことに関しては、プロジェクトの見直しというものをやはりやっていきたいと考えてい

ます。自主的に、例えば深層学習を用いた確率推論みたいなことは行っていますので、今

後プロジェクト化して、もっと周囲にアピールできるようにしたいなと思います。それか

ら池田先生は、天文に関しては極めていろいろな専門の研究をされていますので、そうい

ったところでもアピールできたらなというふうには思っています。それから国際的認知度

という話ですけれども、これに関しては今までワークショップ、どちらかというと 1 対 1、
最適化に関しては 3 つの機関合同でというようなことをやっていたんですが、それをさら

に拡大して、1 対 1 でワークショップをやるんじゃなくて、いろいろな機関が集まったよう

な形で、例えばヨーロッパでワークショップを行う、統数研はそのハブになって、いろい

ろな機関を結び付けるということもやっていきたいというふうに考えております。また、

国際サマースクールみたいなものも、これはお金とマンパワーが要りますけれども、今後

検討していきたいというふうに考えております。最後の、理研の陰に隠れないようにとい
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うのは、人員に関して向こうは 10 倍以上で、予算規模は二桁ぐらい違いますので、コンペ

ティターになるというのはなかなか難しいんですけど、むしろ連携ということはやってい

きたいと考えていまして、理研 AIP の杉山センター長とは昔からの知り合いですので、今

後合同研究会みたいなのをやりましょうというのはいろいろと話を進めております。以上

です。 
 
【司会】ただ今の説明に対して、コメント、質問等ありましたらよろしくお願いいたしま

す。 
【古井顧問】今までに外部評価とかいろんなところで申し上げてきたのであまり変わった

ことはないんですけれども、ヨーロッパのいろんなところと連携するというのは結構だと

思うんですが、やっぱりアメリカの主要研究機関ともう少し一緒にできるようになるとア

イデンティティが高まって、あるいは存在を示すことができてよろしいのではないかとい

う気がいたします。そのときにいろんなことをお考えになって、いろんなことをやってい

らっしゃるのは大変結構なことなんですけれども、これからいわゆる深層学習を中心とし

て動いている AI の世界の中で、これから先どうなっていくのかということは実際誰も分か

らないわけです。その中で、福水さんのところとすれば将来こういうふうにいくんではな

いかということを、1 つではなくて構想を幾つかお持ちになって、それをどう示すかは別な

んですけれども、そういったことがなんとなくほうふつとするような形で研究が進んでい

くといいのではないか。つまり、まだまだ、人数の問題ではなくて、方向性を示すという

意味で世の中をリードできる可能性はいくらでもあると思うんです。その一番高いのが最

適化推論プロジェクトなのかもしれませんし、もしかすると情報幾何なのかもしれないと

いう気もするんです。その辺を、ぜひリーダーシップを示せる形で研究プロジェクトをリ

ードしていただけると楽しみになるのではないかという感じがいたします。 
【福水教授】どうもありがとうございます。最初のお話の北米と連携をするというのはわ

れわれももちろん認識しておりまして、個人的に共同研究をしているようなところはいろ

いろとあるんですけれども、大学の運営的な違いで、北米の大学と協定を結ぼうとすると

かなり大掛かりな話になってくることが多くて、なかなか話が進まなかったりという経験

があります。 
【古井顧問】それは協定じゃなくてもいいんじゃないですか。 
【福水教授】もちろん協定なしで、共同研究はいろいろとやっております。 
【古井顧問】そういったこと、協定はなくてもいいと思うんです。実際共同研究をして、

その成果が世の中に、インパクトを与えれば十分なので、そういうことをぜひまた積極的

に進めていただければということです。 
【福水教授】ありがとうございます。 
【司会】他にいかがでしょうか。伊藤先生、お願いいたします。 
【伊藤顧問】最後のお話、NEDO のプロジェクトにも参加されているとのことですが、

NEDO では泰地先生がやられているのですが、最近コンピュータがものすごく変化してき

ていて、専用チップ化にするという話がいろいろとあります。これは URA の仕事かもしれ

ませんが、福水先生のやられた結果をもって、汎用あるいは目的をもったチップを作り出

すことをやるような野心的な企業があるので、そういうところとうまく協業していけると、
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これが一気に社会の本当の現場に使えるようなシステムに入っていくのではないかという

気がします。ですので、福水先生が動く必要はないと思いますが、うまく URA の方と連携

していただいて、ハード化するというのも実施されたらいいかなと、思います。 
【福水教授】ありがとうございます。ご存じだと思うんですけど、理研の泰地先生の NEDO
の中に入れていただきまして、そこはある程度汎用ですけど、ある程度目的を絞って設定

を考えまして、そういったところにうまく入れるというのは一つあるなというふうに思い

ます。 
【伊藤顧問】NEDO はそれ以外にも神戸大の牧野先生のプロジェクトなどもあるのですが、

抜けているのは先進的なアルゴリズム、例えばさっきの最適化で言うと量子アニーラーが

非常にいいと思いますが、それをやるためにはマッピングできないと乗らないですよね。

そこのところは多分一般的な話があまりないので、多分福水先生のところだとできると思

うので、そういうのができると、量子アニーラーのあまり大きいのじゃなくて小さいもの

にして、それぞれのところに提供できるようなこともあり得るのかというふうに思います。 
【福水教授】ありがとうございます。 
【司会】いかがでしょうか。関根先生、お願いします。 
【関根顧問】単なるご確認の質問なのですけれども、恐らくマシンラーニング系のやつと、

最初にご説明を受けた他の NOE、リスク科学 NOE とかとある程度親和性が高いと思うの

ですけれども、そういった NOE 間の連携というのは特に意識しておられるのでしょうか。

また、先ほどの次世代シミュレーション NOE のところで上野先生のほうから、相談窓口み

たいなことをやっているというお話がありましたけれども、このマシンンラーニング系は

まさにうちの研究所も含めてなのですけど、皆さん問い合わせたいことがあるのではない

かと思うのですが、そういったことを活動の範囲に入れられるようなことは考えていらっ

しゃるのでしょうか。 
【福水教授】まず 1 つ目のほうの NOE 間の連携ですけれども、これは実際に、人によって

は複数の NOE に所属していたりします。例えば松井先生は機械学習の副センター長なんで

すけど、リスクのほうでも活動されていますし、私もものづくりセンターにも所属してい

たりしますので、機械学習はいろんな分野に実際に使われていますので、そういった連携

は研究者間でいろいろと行っております。それから 2 つ目の、外部からいろんなニーズを

聞いてという話ですけれども、センターとしては現状では窓口を作ってということはやっ

ておりませんけれども、そういった窓口は統計思考院が外部とのリエゾンをやっておりま

すので、そこから例えば相談が振られてきたりということで、共同研究的なことのトリガ

ーになるというケースは実際にあり得ます。もっと例えば大々的にやってお金を取ってや

るという手もあるとは思うんですけれども、今どちらかというとお金より時間のほうが貴

重かなという感じがいたしております。 
【今田顧問】いろいろありがとうございました。最後のスライドについて質問です。今後

の展望のところですが、2018 年外部評価の真ん中に、「機械学習分野は深層学習にシフトし

ているが、統数研は自己のアイデンティティを追求することが重要である」というかなり

きついコメントがありますが、深層学習だと AI になっちゃうわけですよね。そうではなく

て、統数研のアイデンティティを保ちながら、この学習の問題、機械学習から深層学習へ

いくということを意識して、その結果、出てきたのが深層学習を用いた確率推論というこ
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となんでしょうか。 
【福水教授】一応そういう話として、このタイトルを考えています。もう少しご説明しま

すと、統数研のアイデンティティというか、統数研の非常に強いところはモデリングだと

思います。さまざまな問題に対して統計的なモデルを作るというところにあると思います。

深層学習はもう少しというか、極めてブラックボックス的に使うんですけれども、今の多

分先端のトレンドとしては、深層学習はコンポーネントとして使っていこう、確率モデル

のある部分に入れ込んで深層学習を使って、全体として学習をどうするかということを考

えていきましょうというふうに、動いていると私は見ています。そういうふうになると、

やはりいろいろなモデルをゼネラルにモデル化する技術というのは非常に重要になってき

ますので、そういった意味で確率推論といいますか確率モデル化、そういったものと深層

学習を合わせて、そこに最適化を入れて学習をしていくというような方向性を私は考えて

います。 
【今田顧問】ありがとうございました。ということは、統数研のアイデンティティは確率

論的な観点からモデリングするというところにあるということですね。 
【福水教授】そうだと思います。そしてそれは今の深層学習の研究でもきちんと残ってい

るといいますか、むしろ本当の最先端の人はそういった技術を今考えています。例えば

Google、DeepMind なんかはオックスフォードの統計の教授を 50％で引き抜いて、両方の

所属で働かせたりするわけでして、そういう統計の知識というのはこれから深層学習とま

すます混ざって、より高度化されていくというふうに私は考えています。 
【今田顧問】ありがとうございました。頑張ってください。 
【司会】蒲地先生、お願いいたします。 
【蒲地顧問】人材育成に関してなんですけれども、こういうビッグデータを使った分野で

は、今の日本の国内では若い人は払底しているんじゃないかという感じがしておりますけ

れども、その辺に関して天文台が採用して 5 年間こられるということはとてもいいことだ

と思うんですけど、その他には何か人材を発掘するなり育成するなりということは考えて

いらっしゃるんでしょうか。 
【福水教授】それは非常に難しい問題で、まず教えられる人間の数というのが非常に限ら

れていますので、例えばいろいろな大学と連携して教育をやっていくというようなことは

考えていかないといけないというのは自覚しています。一方で、例えば企業に出てくる学

生さんを教えるという意味ではそういう大学の連携は重要だと考えますが、一方研究者を

育てるというところは、なかなか今難しいといいますか、みんなインダストリーに出てい

ってしまうというような現状があります。それをどうすればいいかというのはなかなか難

しい問題なんですけれども、一つのソリューションは企業にいる研究者、企業と大学の垣

根というのはわれわれは非常に低くなっていますので、むしろ企業にいようと大学にいよ

うと研究者を育てていってくれるような観点で対応していかないといけないかなというふ

うに考えております。 
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● ものづくりデータ科学 NOE 活動紹介 

【司会】それでは、次の NOE に移りたいと思います。続きまして、ものづくりデータ科学

NOE の活動紹介です。ものづくりデータ科学研究センター長兼教授の吉田よりご説明いた

します。よろしくお願いいたします。 
 
【吉田教授】こんにちは。ものづくり NOE ものづくりデータ科学研究センターの吉田と申

します。配付したスライドの一枚目は、センターの活動を通して何を実現したいかという

コンセプトを伝えるためのものです。 
一般的にデータ科学の予測は内挿的です。ここに示しているのは、HOMO-LUMO ギャ

ップとパワー変換効率という有機太陽電池の二つの特性です。今現時点のドナー分子の分

布はこうなっていて、パワー変換効率の最高性能はだいたい 11％といわれています。一方、

こちらの図は、タイムマシンで 2009 年に戻ったときの物質の分布です。私たちがやりたい

ことは、この 2009 年当時のデータ、このデータからパターンを読み取って、データが存在

しない領域に到達したいわけです。繰り返しになりますが、データ科学の予測は内挿的な

ので、データ科学単独ではデータが全く存在しない未踏領域には到達できません。したが

って、ハイスループットな実験技術や物理法則に基づく理論、計算とデータ科学の計算を

循環させる必要があります。これが実現するための一つのシナリオ、フレームワークを作

っていくというのが私たちのセンターの一つのミッションとなっております。 
 私たちのセンターの一つの大きな特徴は、ものを作るというところに特化するために、

産業界の連携で非常に強力な体制をつくっているということです。2019 年におきましては、

共同研究、学術指導を含めまして 15 社との共同研究を行っております。計算科学であった

り、材料の専門家、あとは合成とか評価をする実験のかたがたを含めますと、総勢大体 60
名ぐらいの人たちがこのセンターに出入りをしていまして、その人たちと一緒に手を動か

しながら、真に革新的な物質・材料を発見し社会にデモンストレーションする。実践と実

証をスローガンに掲げております。その他にも JST のプロジェクトとか科研費等のプロジ

ェクトも推進しています。特に最近、ISM-MCC フロンティア材料設計拠点を 2019 年の 10
月に立ち上げました。これは三菱ケミカル、あとは三菱ケミカルホールディングスとの共

同研究の拠点です。特徴的な点は、企業の特定のプロジェクトをやるのではなく、産学の

パートナーシップの下、サイエンスのフィールドで何か一緒に新しいことをやるという取

り組みとなっております。 
センター変遷につきましては、センターの立ち上げは 2 年半前で、2017 年の 7 月にでき

たばかりです。センターのアクティビティにつながる大きなきっかけとなったのは、この

2015 年 7 月に始動した JST イノベーションハブ構築支援事業「情報統合型物質・材料開発

イニシアチブ」です。このイニシアチブの拠点は顧問の伊藤先生がいらっしゃる物質・材

料研究機構です。いわゆる材料インフォマティクス、マテリアルズ・インフォマティクス

の学術創成、日本における学術創成の一つのフラグシップのようなプロジェクトです。私

はそのプロジェクトに参画することになり、それ以来、データ科学の研究者としてマテリ

アルズ・インフォマティクスの研究を展開してきて、それが発展してきた中で、現在のセ

ンターのアクティビティにつながってきたということです。スタートアッフﾟから 2 年半、

私どものプロジェクトの 9 割ぐらいは材料インフォマティクスに特化しているというのが
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現状であります。 
 人員配置につきましては、センター長は私で、副センター長は藤澤先生、常勤の教員は

計 6 名です。研究活動の中心は若手の研究者でして、今現時点では主に 4 人です。助教と 3
人の研究員プラス、さらに 2 名の若い研究者がこのセンターに入ってくるということにな

っております。先ほど申し上げたように、15 社との共同研究、あとはその他にも幾つかの

公的なグラントから予算を獲得して、うまくポートフォリオを組みながら、安定的に彼ら

の雇用資金をキープしていくというのが今現状でございます。 
 他機関との連携状況につきまして、MOU 締結機関は、物質・材料研究機構のみです。先

ほど申し上げましたように、NIMS、物材機構とは 2015 年ぐらいから、日本における MI
の学術創成という目標の下、非常に強力なパートナーシップを組み、様々な活動を展開し

てまいりました。人材育成などでも協業し、様々な活動を展開しています。 
 これから私たちの研究の具体的なものを紹介していきます。私たちの研究活動の内、マ

テリアルズ・インフォマティクスの最も大きなドライビングフォースになっているのは、

XenonPy と呼ばれるオープンソースのプラットフォームです。当グループが開発している

様々なデータ科学の手法を全て集約・実装するためのプラットフォームでして、物質の構

造を設計したり、物性を予測したり、訓練済みモデルの包括的なライブラリとか、外部ツ

ール、例えば第一原理計算や分子動力学シミュレーションとのインターフェースなども実

装されたソフトウェアです。これを使って企業やアカデミアとの共同研究を行っています。 
 2 番目のトピックスは、マテリアルズ・インフォマティクスの実証研究です。企業との共

同研究に関しては、現時点で秘密保持等の契約でお話しできないので、アカデミアの共同

研究の成果を 2 つ紹介します。まずは、機械学習で高い熱伝導を持つ高分子を予測して、

それを実証しましたという話です。高分子の構造から特性の順方向の予測モデルを作りま

す。まずは、構造と特性のデータを集めてきて、機械学習を適用して順問題を解きます。

構造から物性の数学的な写像が与えられればあとは逆問題を解き、高い熱伝導率を持つポ

リマーはどういったものなのかを予測します。候補構造をたくさん計算して、その中から

幾つかをピックアップして合成し、実際に高い熱伝導率を持つ高分子が見つけました。一

方、こちらの研究では、こういった同じようなワークフローで、極めて高い熱伝導率を持

つ新規の無機結晶性物質を同定しました。 
 あともう一つは、これは副センター長の藤澤先生のお仕事となりますが、これは東芝株

式会社との共同研究です。製造プロセスのデータ、工程に関するパラメータと品質という

アウトプットがあったときに、多くの場合、大量の欠損が含まれます。この研究では、大

量の欠損データを取り扱うためのスパースモデリングの方法論を構築し、その有効性を実

証しました。単なる実問題への適用だけではなく、ものづくり企業との共同研究で理論研

究の領域まで足を踏み入れ、理論と実践を両立している点が非常にユニークです。 
 シンポジウム開催と連携機関との交流ということに関してですが、一つ特徴的なのは、

先ほど申し上げましたXenonPyという私たちの持っているプラットフォームの普及活動の

一環として、定期的にハンズオンセミナーを開催しています。毎回、参加者を 10 名ぐらい

に絞って、実際のデータを使いながらプログラムを書き、ハッカソン形式でデータを解析

していきながら、MI の講義を展開していきます。 
 連携機関との協働の具体的な取り組みということに関しましては、これは既に申し上げ
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ましたが、先ほどの高分子の研究、物材機構と東工大との共同研究で、JST のイノベハブ

のプロジェクトで得られた研究成果です。2 番目の成果に関しましては、転移学習を行うた

めの訓練済みモデルの包括的なライブラリに関するものです。色々な物性データベースを

集めてきて、巨大な訓練済みモデルのデータベースを構築し、公開しました。材料研究は、

機械学習の他の応用面に比べると圧倒的にデータ量が少なく、スモールデータの壁が大き

なボトルネックになります。その壁を乗り越えるための、一つのドライビングフォースが

転移学習になると考えており、転移学習を系統的かつ戦略的に、マテリアルズ・インフォ

マティクスの世界に展開していくためのツールがこの訓練済みモデルデータベースです。

あとは藤澤副センター長と東芝との共同研究、三菱ケミカルホールディングスの共同研究

部門の設立に関するものです。 
 研究資金につきましては、JST のイノベハブが今年度で終了するため、新しいフェーズ

では JST-CRESTや新学術領域、科研費基盤Aなどの予算で研究活動を展開していきます。

あとは三菱ケミカルとの共同研究拠点であったり、様々な企業との共同研究、こういった

形で資金的には運営しています。 
 こちらはプレスリリースです。2 年半ぐらいで、様々なメディアで取り上げていただきま

した。研究成果や私たちの研究活動の特集記事、論文発表に関するプレスリリースなど、

色々なところで取り上げていただいております。 
 今後の展望につきましては、内挿の壁を乗り越え、それをデモンストレーションすると

いうのが究極の目標です。データ科学単独ではこれは実現しないので、実験とシミュレー

ション、あと将来的にはロボットを用いたハイスループット計測の技術を組み合わせてい

く必要がありますということでロボットということです。これはあるプロジェクトで推進

している材料探索の事例で、現在、合成や評価の実験が始まっています。現在の物質の分

布はこんな感じになっていますが、理論計算上はここに新しい物質が存在するということ

を私たちのアルゴリズム SPACIER は示唆してます。こういうレベルのジャンプを実現し

たいと思っております。あと我々の研究の一つの特徴は、サイエンスとインダストリーの

ゴール設定を共通に取れる点です。当センターでは、いわゆるオーソドックスな産学連携、

例えば受託研究のような形の共同研究は行っていません。このようなスタイルの研究では、

私たち単独ではできないことが山ほどあります。インダストリー側も単独ではできないこ

ともあり、互いのユニークな技術、リソースを組み合わせることで、サイエンスのフィー

ルドで革新的なことができるんじゃないかと考えております。産学連携の新しいやり方と

いうか、モデルみたいなものを作っていくというのも本センターのミッションの一つです。 
 最後に、国際外部評価での指摘事項の対応についてお話しいたします。2 点のコメントが

ありまして、一つは知財に関するポリシーを早期に確定したほうがいいんじゃないかとい

う話がありました。産学連携、知財関連の専門家をプログラムマネジャーのような形で入

れるとか、そういった提案がありました。個人的にも実際そういったことができるのであ

ればやりたいと思っています。特に今、気軽に相談できるパートナーがあまりいない状況

で、手探りでこういうことをやっているのが現状でして、特に私たちのセンターというの

は産学連携が大きなウエートを占めるので、特許収入等で安定的な研究資金を確保しなが

ら、研究資金を安定的につくっていくというのが理想的なんですけど、特許戦略の立案と

か、企業との共同研究計画の交渉とか、継続的な特許費用拠出、特に国際特許なんかの場
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合はそういった費用がかかります。研究者個人がこれら全てやっていくのはかなり負担が

大きくて、ちょっと難しいなというのが今の感覚です。あとは研究資産の定量的評価と民

間資金の導入ということに関しましては、これはある程度もうできていると思っています。

三菱ケミカルとの共同研究部分もそうです。予算やプロジェクトの規模に関しては当面、

むやみに大きくせず、現在の水準をキープしていくのが最も楽しく、生産性が高くなると

考えております。以上になります。どうもありがとうございました。 
 
【司会】ただ今の説明に対してご意見、コメント等ありませんでしょうか。伊藤先生お願

いいたします。 
【伊藤顧問】最後の、知財に関してやはり避けて通れないと思いますが、吉田先生のセン

ターでやるというというのは、かなり無理があると思うのです。これは統数研、あるいは

情報・システム機構そのものが今、産業界とアカデミアの橋渡し機能ということを強く言

われているので、たぶん機構として、やらなきゃいけないことだと思います。最初に所長

のほうから、あるいは伊藤副所長のほうからも、そういうことに関して URA が要るんだけ

れども、補助金が切られてしまうみたいなお話がありましたが、これは大変大きな課題だ

と思います。研究所、あるいは機構レベルで考えなきゃいけないことだと思います。 
物材機構とか、あるいは私は理研にもいましたけれども、それぞれ外部連携部門があり、

たとえば理研もやはり社会実装を非常に強く意識して、日立の役員だった丸山さんという

方に来てもらって産学連携のいろんな仕組みを作り、その中で吉田先生のお話にあった産

業界と、それから企業が同じ方向に行くという、彼らはそれをバトンゾーンと呼んでいて、

バトンを渡すときは同じ方向に走りましょうという仕組みを作ったりしています。これは

そういう方が来てやることができたので、それを吉田先生がやるというのはちょっと違う

だろうと思います。そこの仕組みは、私もできれば支援いたしますので、もう少しご自身

が楽をする方向で考えていただいたほうがいいかなというふうに思いました。 
【吉田教授】5 年間ぐらい NIMS のほうにも関わらせていただいて、NIMS のシステムは

非常にいいなというふうに思っています。そういったプロモーションするスタッフがすご

くしっかりしていて、かつ産学連携でこのレベルで何かやろうと思ったら、知財の専門家

だけじゃなくて研究レベルでコミュニケーションできるスタッフが必要かなというふうに

思います。 
【伊藤顧問】あともう一点ですが、知財に関しては、既に吉田先生のところは JST のプロ

ジェクトを幾つか採択されているので、JST に相談すると、JST は知財を出してくれる支

援とか、あるいは知財に対する相談も受けてくれるので、そういうところをうまく活用さ

れたほうがよろしいかと思います。 
【吉田教授】JST のプログラムの活用は考えております。 
【司会】ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 
【古井顧問】いろいろ興味深いことをしっかりやっておられて素晴らしいと思うんですけ

れども、これくらいの規模感でおやりになりたいということだから、あまり土俵を広げる

のは無理なのかもしれないですけど、例えばバイオインフォマティクスに展開していくと

いうのは一つの大きな考え方かなという気はしたんです。その点についていかがですか。 
【吉田教授】もともと私はバイオインフォマティクスの出身なんです。 
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【古井顧問】失礼しました。 
【吉田教授】もう少し言うと、先ほどのポリマー設計の機械学習アルゴリズム、最初は創

薬への展開を念頭に研究を行ってきました。実際 2015 年ぐらいまでは創薬の方を見て研究

をしてきたのですが、それから材料のほうに重点をシフトすることに決めました。創薬は

ちょっと難しい点があって、私たちは実際の薬を作れないですから、それを実証するには

パートナーが必要です。しかしながら、製薬会社からもいくつかの共同研究のオファーが

あったりしたんですけど、なかなかデータをオープンにできないという状況でやっぱり難

しいなと思っていまして。ただ材料に関しては、少し出口に近づけるかなという感触を得

たので、今はこういうところに特化しています。もちろん技術としては創薬もターゲット

に入ります。また個人的にはゲノム情報とか、私の専門の一つでもあるので、何かやれる

ことがあったらやりたいというふうに思います。 
【古井顧問】企業との共同というのは確かに難しい点ですけれども、研究としてはこれだ

けのベースがあるんだから、面白いことがいっぱいできるような気がするんです。それも

釈迦に説法だったみたいですけれども。 
【吉田教授】私もやりたいことはあるんですけど、なかなか今はリソース的に手が回って

いないという感じです。 
【古井顧問】そういう可能性もあるかなということを申し上げました。ありがとうござい

ました。 
 
【司会】時間も押していますので、次に進めさせていただきます。何かありましたら後の

意見交換会の時間等でお願いいたします。 
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● 医療健康データ科学 NOE 活動紹介 

【司会】最後の NOE になりました。医療健康データ科学 NOE の活動紹介をいたします。

医療健康データ科学研究センター長兼教授の、伊藤陽一よりご説明いたします。よろしく

お願いいたします。 
 
【伊藤（陽）教授】医療健康データ科学研究センター、センター長の伊藤です。よろしく

お願いします。医療健康データ科学 NOE の概要、趣旨等ですが、医療健康データ科学 NOE
では、先進的な統計解析手法の教育を通して、わが国の先端医学研究における国際競争力

の向上を目的としています。具体的には、最新の統計的手法、方法論を系統的に提供する

教育コース、医療健康科学分野に特化した公開講座を実施し、人材育成に取り組むととも

に、これらの事業を基にした e-learning プログラムのコンテンツの構築を行っています。

また、医療健康データ科学研究ネットワークを構築して、ネットワークに対して教育コン

テンツを提供するとともに、そのネットワークから教育ニーズに関する情報の収集を行っ

ています。 
 医療健康データ科学 NOE の誕生とプログラムの変遷になりますが、先ほどからお話もあ

りましたように、もともとはリスク科学 NOE の医薬・健康リスクプロジェクトから端を発

していて、平成 30 年の 4 月に医療健康データ科学研究センターが設立されました。私が入

ったのはその 4 月のところからでして、事前に平成 29 年度に準備室が立ち上がっていたと

いう状況になります。それぞれのプロジェクトに関しては後からご説明しますが、NOE セ

ンターに所属している所内の教員によるボトムアップ型のプロジェクトを実施しているこ

とになります。 
 医療健康データ科学 NOE の中核組織構成と人員の配置になりますが、所内の教員が 11
名で、うち 3 名が、センターの予算による特任の教員ということです。客員に関しては 12
名の客員教授の先生方と、客員准教授で 7 名、外来研究員 2 名で、研究支援員 3 名という

配置でセンター運営をしております。 
 医療健康データ科学 NOE の他機関との連携状況ですが、MOU 等を多くするという形で

はなくて、医療健康データ科学 NOE の方では、医療健康データ科学研究ネットワークとい

うネットワークを、リスク科学のところと同様の形で構成をして、そちらのほうの会員と

交流をして NOE 活動を進めているということになります。具体的には統計数理研究所の医

療健康データ科学研究センターの方でさまざまな教育プログラムの開発であるとか、

e-learning 環境の開発を行って、それらを教育事業として、医療健康データ科学研究ネット

ワークの方に提供して、それもネットワークの会員等からのフィードバックを得る形で進

めているという形になります。現在その医療健康データ科学研究ネットワークは、2019 年

の 9 月現在で 84 加盟団体にまで数が増えています。主にアカデミアが中心となっています

が、各種関連する学会であるとか、医療健康データに関連する企業の参加もあるという形

になっています。 
 医療健康データ科学研究ネットワークの具体的な取り組みとしては、ネットワークの方

では第 1 回、2 回ということで総会を開きまして、総会が 2018 年 5 月 28 日です。それか

ら 2019 年 5 月 31 日と、年 1 回の総会を開催しています。それからニュースレターの発行

を行っておりまして、さまざまなネットワークに関連する情報の提供をニュースレターを
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通して行っているということです。ネットワークの中での交流を促進するためのメーリン

グリストを作成したりですとか、加盟団体によるワークショップ、教育セミナー、シンポ

ジウムなどの連携イベントを開催しています。 
 具体的な教育コンテンツの開発としては、共用教材クラウドサーバーというところで、

医療健康データ科学研究センターが実施した教育コース、公開講座の講義ビデオを撮りた

めまして、これを加工して e-learning サイトの作成をし、公開を行っています。ネットワ

ークに加盟した団体の所属の方には自由に見ていただけるようにしていまして、2019 年現

時点で登録者数が 128 名いらっしゃいます。現在のコンテンツとしては、臨床研究統計学

コース、系統的教育コースのほうから 4 つ、それから疫学公衆衛生学統計コースとして 3
つです。特にこの因果推論 1、2 などは非常に高度なコンテンツになっています。これは生

物統計基礎コースとして、基礎的な内容についても公開を行っています。 
 各プロジェクトとしてはボトムアップ型の研究プロジェクトということで、所内の教員

が行っている部分に関して、特に医療研究データ科学に関連するプロジェクトをまとめま

した。医療健康科学の基盤数理という、数理的なものは逸見先生、それから医療健康デー

タ科学の基盤整備と計算機技術として、データベース、さまざまな医療データベースの秘

匿化技術等難しい問題もありますので、その辺の数理の話が山下先生。それから、機械学

習とビッグデータの解析の数理として、先ほど統計的機械学習のほうにも入っていらっし

ゃった江口先生に入っていただいています。それから応用面としては、臨床試験とか臨床

研究のエビデンスの統合であるメタアナリシスとかネットワークメタアナリシスとかとい

われる技術が最近できていて、それは野間先生。それから経時データ解析としては船渡川

先生。それから、生体データで、MRI とか様々なことで脳科学的なデータが取られていま

すが、それを 3 次元プラス時間で 4 次元のデータが出てくるのですが、そういったことに

関する時空間解析は三分一先生。私が今年から立ち上げているのが、医薬品の製造販売後

のデータベース調査方法論が、昨今のデータベースに基づいた医薬品の安全性に対する方

法論のところが、まだ日本ではあまり広まっていないところがあるので、そこのところを

プロジェクトとして開始していることになります。 
 系統的教育コースと特化型の公開講座についてお話しします。系統的な教育コースとし

ては 2018 年度に、生物統計基礎コース、臨床研究統計コース、疫学・公衆衛生統計コース、

生体データ時空間解析コースとして 4 コースを実施しています。当初この系統的教育コー

スのほうは少人数制でやるという予定だったのですが、最初はものすごくニーズが高く、

どのコースもものすごく希望が多かったので、生体データの時空間解析コース以外の 3 コ

ースについては、マス講義を取り入れた形のコースを実施しています。2019 年度は当初の

予定どおりに、少人数制の教員のコースに切り替えまして、生物統計基礎コースのほうも

人数を絞り、観察研究データの解析実践コース、それから臨床研究統計コンサルテーショ

ンコース、生体時空間解析コースの 4 コースで実施しています。 
 特化型の公開講座としましては、医療健康データに関連する公開講座ということで、臨

床研究、疫学研究における傾向スコアを用いた統計解析、これも最近はやっている高度な

技術になりますが、それについての公開講座。それから、観察研究における上級者のため

の交絡調整の方法。これは因果推理も含む高度な方法となっています。非侵襲脳内電気活

動イメージングとその応用、それから医療統計のための機械学習、動的治療割り付けと強
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化学習、それから多変量解析のアドバンストということで、幾つかのモデリングの方法に

ついても特化型の公開講座を実施していまして、最初、椿先生からお話がありましたよう

に、ハイレベルなところも公開講座を実施しているということでございます。 
 2019 年度においても、最近臨床試験方法論ということでベイズ流アプローチの話をした

のですが、因果推論における二重ロバスト推定量などの、非常に発展的な内容。少し基本

的なところを含みますが、疫学・公衆衛生統計に関するものとか、ここは昨年度と同様の

内容です。それから、臨床予測モデルの構築と評価というような内容で公開講座を実施し

ております。 
 シンポジウム等につきましては、2018 年度は医療健康データ科学研究センターが設立さ

れましたので、それの記念シンポジウムということで、「データサイエンスが切り拓く、医

療と社会の未来」というテーマでシンポジウムを実施しております。それからこれも毎年

やっているのですが、統計関連学会連合大会という、統計に関連する大きな大会があるん

ですが、その中で企画セッションを共催しまして、医療統計学のフロンティアとして、直

近で医学統計学に関する論文を発表された方にレクチャーしてもらうというのを企画セッ

ションしています。それから、国際シンポジウム、Clinical Biostatistics Symposium とし

て、Estimands and Missing Data in Clinical Trials ということで、京都大学との共催です

が、ミッシングデータと経時データで非常に造詣の深いベルギーの Geert Molenberghs 先

生をお呼びして、国際シンポジウムを開いています。それから、PMDA という規制当局と

製薬協と統数研の共催で、データサイエンスラウンドテーブルという、各組織に所属して

いる試験統計家がフラットに医学統計に関連する問題について議論するということを、け

っこう長く続けていて、リスク解析の時代から統数研ではこのデータサイエンスラウンド

テーブルというのをサポートしています。第 5 回を 2018 年度にやりまして、引き続き医療

健康データ科学研究センターが共催という形になります。 
 2019 年度の上半期のシンポジウムについては、医療健康データ科学研究センターのセン

ターシンポジウムとして、医療健康データ科学を支える生物統計学教育のフロンティアと

いうことで、生物統計学教育として、実際に AMED と製薬協が共同出資で、AMED が実

施している生物統計学の教育に関する事業なんですが、それを実施しているのは東京大学、

京都大学の 2 大学がその生物統計家の育成をしております。そちらの責任者をされている

東大の松山裕教授に特別講演に入っていただいて話をしていただいております。それから、

統計関連学会連合大会で、例年どおり医学統計のフロンティアとして企画セッションを実

施しております。 
 活動特筆事項としては、大型外部資金獲得等としては、基盤 S、CREST と基盤 A が 1 件

ずつと、あと AMED が 4 件ぐらい入っています。プレスリリースとしては、2018 年にセ

ンターが設立されましたので、その設立に伴ってさまざまなメディア、『日刊工業新聞』と

か『日経産業新聞』等々のところで取り上げていただいております。 
 今後の展望というところで、2018 年の国際外部評価の指摘事項で、近隣諸国とのバイオ

バンクや国民健康保険プログラムの交流をしてはどうかと。韓国、シンガポール、台湾等

の近隣諸国には多くの優れたバイオバンクや国民健康保険プログラムが存在するので、医

療健康データ科学研究センターには、これらのユニットとの交流推進を提言しますという

ことで指摘事項を頂いているのですけれども、センターの対応としましては、今、国内に
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おける医学統計学に関する人材育成が急務だと考えていますので、当面は医療健康データ

科学研究ネットワークを活用して教育事業に注力したいというふうに考えております。以

上です。 
 
【司会】今の説明に対して、ご質問、コメント等ありましたらよろしくお願いいたします。

今田先生、よろしくお願いいたします。 
【今田顧問】ありがとうございました。医療健康というのは今後の高齢社会との関係で非

常に重要なテーマで、かつ利用できる形で統計的データがあまりそろっていない部分です

よね。お話を聞いていて、啓蒙事業、健康についても啓蒙および広報を今の日本社会でや

っていくことによって、国民の意識が高まるということを前提にした、もう少し専門的な

研究プロジェクトがあってもいいかなと思いました。例えばビッグデータの話が出ていま

したけれど、レセプトデータを分析すれば医療費が節約できる可能性は高いんですよね。

もう既にかなりやられていると思いますけれども、統数研ならではのやり方で膨大な量の

レセプトデータを分析することにより、国民の医療費の無駄がこれだけ省けるというよう

な、そういう分析も政策的観点でなされて、啓蒙方向と政策的な方面と両方やるといいか

なという印象を持ちました。今、高齢化との関連で社会保障費、医療費の国民的負担が急

ピッチで増大しているにもかかわらず、それらの負担を効率化し軽減する手段があまり講

じられていない状況です。この辺りへの対応はどうなんでしょう。 
【伊藤（陽）教授】ご意見ありがとうございます。なかなかすぐに利用できるデータがな

いということですけれども、結構データはそろってきていまして、ナショナルデータベー

スというのも研究目的から申請すれば使える、いわゆる病院の中のデータ、いわゆるカル

テデータの部分も使えるようになりますし、おっしゃるとおりレセプトデータもきれいに

整備されたものが共有できるような状況になっていて、実はその、データはあるんですけ

れども、それを解析するとか、研究する側の人間が全く足りていないといったほうが恐ら

く本当だと思います。なので、そういうところも含めて、そういう医療の関係の業界で、

いわゆるリアルワールドデータと呼ばれていますけど、いわゆる臨床試験の知見という薬

の有効性、安全性を確認するための実験的なデータだけではなくて、そういうようなレセ

プトデータとかナショナルデータベースといわれる病院情報のものを取ってきたデータを

活用して解析をしなければいけないという機運はものすごく高まっているんですけど、で

きる人がいないというところでそちらのほうのデータの教育のニーズが高まっていること

はひしひしと感じてございます。 
【今田顧問】ありがとうございました。私の不勉強で、医療健康関係の膨大なデータが利

用可能であるということを知りませんでした。ということは、研究者ないし医療研究機関

がそのデータを分析して、医療政策効果を論文等で発表されているのでしょうか。 
【伊藤（陽）教授】データはあるんですけど、そのデータを解析できるところにするまで

のクリーニングの部分のところがものすごい作業量で、解析用にまだなっていないという

のが正しいんだと思います。ものはあるんですけど、中に入っているデータが汚い。 
【今田顧問】ということは、われわれがまだ使えるような状況には。 
【伊藤（陽）教授】にはなっていない。だから各研究者がそれにアクセスはするんだけど、

自分自身でデータクリーニングをしてからなんとかするということになっているので、全
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然進んでいないこともあるんです。そこのクリーニングをするとかいう部分のところもも

のすごくノウハウが必要なので、それもできる研究者が少ないというのもあります。 
【今田顧問】重要な研究だと思いますのでぜひおやりいただいて、国民がもっと身近に医

療健康情報に接することができるようになることを期待したいと思います。データに基づ

いて医療健康に関する因果関係の分析を進めることで、健康意識も高まるんじゃないかと

思うのです。ありがとうございます。 
【伊藤（陽）教授】ありがとうございます。 
【司会】小宮山先生、お願いします。 
【小宮山顧問】リアルワールドデータだとかビッグデータだとかいって、そっち形の話も

最近盛り上がっているんですけど、一つの方向性として、手段として予測したり推定した

りという話とは逆に、患者一人一人の個人の反応予測というものをもう少し緻密にやって

いって、それを積み上げて分布を語るというような話が増えてきているような気がするん

です。あとはデータソースが多様化しつつあります。データベースみたいな話もあるんで

すけれども、ウェアラブルデバイスだとか、いろいろな情報のソースというものが多様化

しつつあって、実は使えるかもしれないデータってどんどん増えつつあるんですよね。そ

れも迅速に集められるという時代がきつつあって。医薬品の評価の分野は非常にモデル化

が大ざっぱだったのが、だんだんもう少し緻密なモデリングというのを考える時代に来て

いるなと思うんです。なのでモデリングが得意な統数研とは今後ますます教育関係は強ま

っていくかなと思います。あとは先ほどのものづくりのところでもあったんですけど、な

かなかそういう製薬企業がデータを出さないとかいろいろあると思うんですが、非競争分

野、競争しない分野はあるんです。例えば副作用、そういうリスク認識の話ですとか、あ

るいはある特定の疾患のバイオマーカーをどうするかという話ですとか、まだものに絡ま

ない、非競争分野はまだ広がりがあると思います。そういうところでの協力は多分しやす

いんではないかなと思います。 
【伊藤（陽）教授】ありがとうございます。おっしゃるとおりで、個別の、今結構オンコ

パネルでがんとかに特化すれば、どういう変異を持っているか網羅的に調べて、それに対

してターゲットを狙っていって、それが本当に効果として見られるのかみたいないわゆる

個別化医療が本当に具体的に試験のデザインとして組み込まれているような状況になって

きているんですけど、そこの部分とこの予測についても、実はモデルをちゃんと入れたほ

うが予測精度は上がるんじゃないかというのが確かにあるとは思います。そこのところを

含めて、統計的モデリングが、そのデザインなり、ウェラブルデバイスから出てくるデー

タや、何かしらのアウトカムに対する効果、予測みたいなものも使われるのかなというふ

うには思っていて、まだやることはいっぱいありそうな気はしています。 
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会議総括 

【司会】時間も押していますので、それでは次のセクションにいかせていただきます。次

は自由討論、統括意見収集ということになっておりますが、時間の関係上自由討論は割愛

させていただいてよろしいですか。 
総括意見を顧問の先生がたから頂きたいと思います。今まで個別の NOE に対してご意見

を頂いたんですけれども、NOE 事業全体でも構いませんし、また特定の NOE に対するご

意見でも構いませんので、一言頂ければと思っております。伊藤先生から順に総括のコメ

ントを頂ければと思いますのでよろしくお願いいたします。 
 
【伊藤顧問】きょうはどうもありがとうございました。6NOE の話を聞かせていただいて、

大変面白かったです。私の理解の追い付いていない点が 1 点ありまして、それは DS、デー

タサイエンス共同利用基盤施設、あそこの組織に行ったセンターが 2 つあって、残ってい

るセンターが 4 つこちらにあるという。それは今後どういうふうになるのか、あるいはこ

れは全体の話にも関係するのかもしれないですが、整理されて、効率的にいくのであれば

効率化したほうがいいし、むしろ先ほど向こうの部屋に行くとネットワークが使えないと

かいう話がありましたけれども、効率的にいかないのであればもう少し見直すということ

が必要ではないかということをまず思いました。 
それからもう一点は、これはいろんなところで申し上げているんですが、やはりこうい

う優れた研究成果を出しているところにおいては、研究者とはちょっと違う、企画をする

とか、あるいは先ほど吉田先生も言われていましたけれども、研究をちゃんと分かる人間

が知財のことをやらないと、いきなり知財出願のところだけ言われても困るという問題が

あります。だから、これは統計数理研究所としてなのか、あるいは機構全体なのか分から

ないのですが、単に産学連携ができる企業出身の URA だけではなくて、研究企画にも絡め

る人材をなんとか確保できるようにしていただければ大変いいのではないかというふうに

感じました。以上でございます。 
【椿所長】どうもありがとうございます。私のほうから 1 点申し上げますと、先ほどの DS
基盤施設というものがどういうふうになっていくのかというのは、私どもの関心事です。

実は情報・システム研究機構だけではなくて、今の大学共同利用機関法人 4 法人、それか

ら総合研究大学院大学に対して、いわゆる DS 基盤施設は、その全体に対して関わる施設に

なるという方向性が、示されております。私どももきちんとした情報をまだ持っていない

のですけれども、まさに自然科学研究機構、高エネルギー加速器研究機構を含めて、そう

いうところに対する連携基盤施設にしたいというのが、各機構長の意向だと私は聞いてい

ます。ただし、あくまで DS 基盤施設は、われわれの情報・システム研究機構に存在するセ

ンターではあるけどというような位置付けになるのではということが、今われわれのとこ

ろに来ている情報なのです。 
それからもう一点も簡単に申し上げますと、おっしゃるとおりで、実は URA はもう時限

が迫っているということです。あした以降、将来計画委員会が、組織基盤に関して考える

ところですけれども、やはり現在の URA というものに関して、むしろ研究側の教員のほう

に一つの定員枠を設けて支援センター的なものをつくらなければならないのではないかと

いうのは、まさにあしたから議論することになると思います。もちろんそのために研究系
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自体の定員の問題とかいろいろ考えなければいけないことがあるのですけれども、一応そ

の種のことの検討を開始しようということは考えています。 
【伊藤顧問】分かりました。ありがとうございます。 
 
【今田顧問】6 分野について貴重なお話をありがとうございました。私の印象は、統計数理

研究所はどういうアイデンティティを持って、どういう方向性を打ち出していくのかがも

う少しクリアになればいいというものです。この点についてコメントをしたいと思います。

統数研らしさというアイデンティティのところでは、3 つの基幹研究組織があって、それと

NOE を組み合わせて統数研らしさを出していくという方向だろう感じました。ただ、NOE
型のほうは、主要な組織はデータ科学みたいな感じなんですね。ところがそうかと思うと、

NOEに直接入っているのかどうか分からないですが、この絵には描かれていないのですが、

シミュレーションと調査科学の 2 つは、NOE 型の研究とはちょっと違うような位置づけの

ようにも見えるのです。シミュレーションと調査科学は NOE 型の研究と同じなのか、それ

とも違うのか、その辺がすっきりさせるといいんじゃないかという印象を持ちました。 
【椿所長】ご指摘ありがとうございます。実は私もこちらに戻って以来、この NOE 活動の

中に統計的な方法に関わる NOE と、それから分野に関わる NOE というのと 2 つのパター

ンがあるということを強く認識しております。方法に関わるものは直接的に言えば基幹研

究に非常に近い性格を持つ NOE。それから一方で、分野というのはやはり統数研が各分野

に対してどういうインターフェースを形成するか、どこを重点にするかという点になって

いるのです。これも少し、本当は整理したほうがいいのではないかと思うのですけれども、

現時点ではあくまで統数研がいろいろなコミュニティにつながるという形のことだけで整

理させていただいているという状況なのです。問題意識は私自身も持っているところなの

で、ぜひ今回ここで口頭で頂くご意見以外にいろいろ頂戴できれば、参考にさせていただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 
 
【蒲地顧問】私自身は海洋のデータ同化が専門でして、1980 年代後半ぐらいでまだ誰もや

っていなかった頃研究を始めたんです。まだその頃は、気象庁の現業の天気予報でデータ

同化を使われているという話がありましたけど、最適内挿法を用いているくらいのレベル

でした。その頃欧米の気象のデータ同化の最先端の連中の話を聞くと、自分の一緒にいる

ところの大学の応用数学、あるいは近くの大学の応用数学の方たちと一緒に開発している。

例えばウィスコンシン大学に統計学教室があって、一緒に研究するとか、パリ大学でも同

様な協力関係があり、そういうところから非常に新しいデータ同化の最先端の手法をもっ

てきて、今、やっと気象でも、海洋でもそれが現業で使われているような非常に長い歴史

があります。そういうことを知った後、日本で応用数学の先生がたの話を聞くと、どうし

てもナヴィエ・ストークス方程式の強解や弱解だとかそういう話ばかりで海洋のような応

用にどのように役に立つのかとわれわれ思っていました。その中で統計数理研究所という

名前を、1990 年の初めぐらいに知って、それからなんとか一緒に協力してやりたいなと思

っていたらなかなかつてがなくて、ちょうど 2000 年を超えた頃に樋口（知之）さんのグル

ープと共生プロジェクトというのをご一緒させていただきました。それから協力関係がで

きました。今までの私自身の歴史的な背景から見て、この NOE を進められているというの
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は、なにも海洋のデータ同化だけじゃなくていろんな分野で統計数理が役に立った連携が

うまくいきつつあるということを示しているだろうと思います。だからぜひともこれをも

っと進めていただきたいと。きょういろんな分野の方の話をお聞きして、今はデータ科学

の流れが非常に出てきてはいますけれども、統計数理研究所はやっぱり、モデリングとか

シミュレーション、そういうものに非常に独自性がもともとあると思うんで、そういうも

のを、例えばデータ科学で取り入れていくとか、そのような独自性を非常に伸ばしていけ

て、かつ NOE で連携されて周りの分野の機関の方たちともっと発展をされれば非常にいい

んじゃないかと、単なる感想ですけど思いました。頑張ってください。 
【椿所長】どうもありがとうございます。先ほどありましたようにウィスコンシン大学を

含めて、アメリカだったら、ありとあらゆるところに統計学科があって、そこと共同研究

ができるという状況なわけです。しかし、日本にはまだ残念ながらそういう環境が非常に

少ない中での統数研の役割というのは非常に大きいだろうと思います。これからも頑張っ

てまいりますのでよろしくお願いします。 
 
【小宮山顧問】きょう初めてこの会議に参加させていただいて、全ての NOE の話を聞いて

大変面白かったんです。とともに、中には複数の NOE に参加されている先生もいらっしゃ

るというお話を聞いたんですけど、つながりというのがもっとあってもいいような気がす

るんです。複数の NOE に参加されている先生だけの話じゃなくて、もう少し俯瞰した目で

関連性を結び付けたりするということがあってもいいのかなという気がしました。という

のも、私が勤めている製薬業界とも関わりのありそうなものがたくさんあったので、テー

マによっては結び付きがもっと強くなるんじゃないのかなと思いました。 
【椿所長】どうもありがとうございます。私もまだ着任して半年なのですが、先ほど NOE
活動自体がいろいろなニーズに応じて拡散していくということ自体も、非常に拠点ごとを

大切にする意味で重要なのですが、統計数理とかデータサイエンスの NOE という形で少し

上位のものがあってつながっているというようなこと、なかなか難しいとは思うのですけ

れども、ぜひそういう方向は模索したいと思います。 
【山下教授】NOE だけじゃなくて、基幹研究系でつながることもありますので、そういう

ネットワークは所内では存在するということになっています。 
 
【関根顧問】ありがとうございます。本日は非常に興味深く、いろいろな話を聞かせてい

ただきまして大変ありがとうございます。いろいろ勉強になったことがあったのですが、

一つ私自身、研究所をマネジメントしている立場として非常に高いシンパシーを持ったの

は人材の話であります。私どもの研究所も、実は情報セキュリティとか、ファイナンス研

究とかもやっておりまして、こういったところは、先ほどの機械学習とかもそうだと思う

のですが、研究員に辞められてしまうリスクが結構高いという問題があります。私自身ま

だ解が得られていないのですが、まず一つ心掛けているのは、せっかくいる人たちにもっ

と研究者としてのインセンティブを与えることを、研究所のマネジメントとしてよく考え

ていかなければと思っています。データを使っている企業では、エコノミストとかデータ

サイエンティストとかがどう活躍しているのかということを一度聞きにいったことがある

のですが、彼らに言わせると、日銀さんに行くよりこっちのほうがはるかに面白いという
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ことです。それはそうでしょう、民間の方はビジネスの醍醐味が味わえるし、ビルだって

全然違うしと、私も思います。ただ、すごく面白い仕事なのだけど、僕たちパブリケーシ

ョンできないのですと言っていたのが印象的でした。ここがやはり一つポイントだという

ふうに自分は思っています。例えばうちの研究所であれば、もうちょっとパブリケーショ

ンに対して、査読の話とか、前向きにサポートしていく仕組みを作っていきたいと思って

います。今日のお話の中でそういう話は出ていないと思うのですけど、多分どういうイン

センティブを所のかたがたに与えるかということは、民間と競合することになると、より

重要になっていくかなと思います。それが 1 点目です。 
 もう一点は、医療研究では人材を作るためにセミナーをというお話をお伺いしたことと

の関連です。先ほどのお話でセミナーとかすぐいっぱいになるということでしたが、その

セミナーは立川でやられているのでしょうか。私、今回立川までくるとずいぶん遠いなと

思うものがありまして、せっかくそういったセミナーの機会があれば、東京の中心でやる

のも大変な話ですので、オンライン講座みたいのを活用してはと思った次第です。今はオ

ンラインでいろんな講座がありますので、機械学習系も含めていろいろよいのがあって、

個人的にも始めなければいけないと思っています。ただあまり日本語のものはないような

気もするのです。そういうところで、今あちこちの大学でデータサイエンス学部を作ろう

としているのは分かりますけれども、研究所の視点で、そういったところになんらかのオ

ンライン講座みたいなものを作っていただけないか。そうすることによって、人材育成が

進むと、私どものほうもそういった方をリサーチャーとして雇う機会にもなるので、助か

るのかなというふうに思います。以上でございます。 
【椿所長】どうもありがとうございます。研究者に対するインセンティブはかなり大きな

問題でして、若手の優秀なかたがたが、研究所から別の大学に行かれるということは日常

茶飯事で起きていることです。もちろん私どもの研究環境で、そのかたがたともいい関係

性をずっと結んでいるということによって、われわれのネットワークというものが広がっ

ていくのだろうと期待しておりますし、そのような形にしておりますけれども、具体的に

先生がおっしゃられたことは少し検討させていただければと思います。 
それからもう一つの人材育成に関しての、いわゆるオンライン等に関して、e-learning

も含めてですけど、そういうものについては一応、統計思考力育成事業の中で行いつつあ

るところです。現在放送大学との連携協定というものを情報・システム研究機構が結ぶこ

とによって、かなり普通の大学ではできないレベルのものを将来的に、もちろん統数研だ

けということではなくて日本の統計数理、ないしはデータサイエンスのコミュニティが少

しそういうものを作っていくということが可能なのではないかということの検討を開始し

ているところです。 
【山下教授】セミナー等については、割とアカデミック向けのものだったら立川開催が多

いんですけれども、社会人向けの医療だったりファイナンスであったりは、基本的に都心

開催が行われています。 
 
【古井顧問】私は統数研の応援団員の一人として結構前からいろんな形で関わらせていた

だいておりまして、顧問会議とか、それから評価委員会とかいろんなところでこういった

会議に出てきているんですけど、きょうが一番面白かったです。きょうが一番面白かった。
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それはやっぱり、皆さんが頑張っているからだと思うんですけれども、それから追い風と

してデータサイエンスがとにかく今世の中でものすごく脚光を浴びて、しかも進歩してい

る。その中に皆さんおられて、いろんな形で直接関わっている方もあるし、直接ではない

方もいらっしゃいますけれども、そういった追い風の中で皆さんすごく頑張っていて、確

実にレベルも上がっているし、外からも関心を持たれるようになってきているといういい

循環が始まっているんだろうと思います。そういう意味できょうは面白かった。NOE とい

うものをドライビングフォースにして、いろんな形のいろんな目的のものがございますけ

れども、そういうスキームをお使いになって、この統計数理研究所が確実に進歩している

ということは素晴らしいと思います。ですけども、私は最近ずっとアメリカで仕事をして

いるんですけど、さっきも話がございましたが、アメリカでこのデータサイエンスが研究

されている状況と、日本の中の状況はものすごく違う。それは所長さんもおっしゃったよ

うに、日本の中での共同研究というものがすごく難しい状況にいまだにあるということな

んです。 
 データサイエンスは、当然数理の研究者とか、もう、一つの組織とかでやれるものでは

なくなってきているわけです。そういった中で、私がアイデンティティと申し上げている

のは、他と共同研究をするためのアイデンティティということなんです。それがないと誰

も見向きもしませんから、それがあってこその共同研究なんですけど、日本の中でやっぱ

りいかにしてもっとみんなが自由に協力して、もちろん競争があっての協力なんですけど、

できるようにするかということがすごく大事。それは皆さんご存じのとおりだと思います

けど。実は私、来月あるところで「サイロからの脱出を」という講演をするんですけど、

日本ではたこつぼといいますけど、ご存じと思いますがアメリカとかではサイロというん

です。とにかく日本では組織の壁が強過ぎる。データサイエンスに関係する研究所がいっ

ぱい日本の中にあって、大学はもちろんある。隣の研究室で何をやっているかも分からな

いというのは日本の大学ですよね。そういったことではしょうがない。それからコンピュ

ータにしても、統数研は一つの大きなものを持っていらっしゃいますけど、大学だとなか

なかそういうのも難しい。小さい研究室ごとになったら助教さんがメンテナンスをしてい

るコンピュータがあるとか、そんな状況ではデータサイエンスなんてできるわけはないの

で。また余計なことを言いましたけれども、やはりアイデンティティを確立しながら、ぜ

ひ他のところともっと共同研究をできるような、そういう仕組みをぜひ統数研も努力して

築き上げていっていただきたいというふうに思います。以上です。 
【椿所長】どうもありがとうございました。アイデンティティといいますか、統数研自体

のある種の研究のとがった部分という言い方はおかしいかもしれませんが、そういうもの

がきちんと見えるような形にはしたいと思います。私の世代というより、私の次の世代の

方たちにそういうアイデアを出してもらおうと思います。今後ともよろしくお願いいたし

ます。 
 
【司会】それでは、以上で全て終了です。本日は長い時間お付き合いいただきましてあり

がとうございます。私の司会能力のなさで、時間が大幅に超過してしまったことを心から

おわび申し上げます。 
 それと事務連絡です。本日の会議資料は少々重くなると思いますので、よろしければ後
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日郵送ということで対応させていただきます。お手元にある名前の付いている封筒にまと

めていただけましたら郵送させていただきます。よろしくお願いします。 
最後に、顧問会議の結びとして、椿所長よりお礼の挨拶を申し上げます。 

 
【椿所長】本日はご多忙の中、大変貴重な意見を多々頂いたことに心から感謝を申し上げ

ます。この会議でぜひ先生がたから頂いた意見を統数研の将来計画の運営の中に生かして

いきたいと思いますので、また何年か後にうまくこういう姿に進化したということを評価

いただける機会があれば、私どもは非常にありがたいことだと思っております。きょうは

大変長引いてしまったことも、私からもおわび申し上げますけれど、その分非常に貴重な

意見を頂いたということを、所員一同大変ありがたいことだと思っております。本当にあ

りがとうございました。 
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